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国
交
省
が
Ｔ

ς
ー
ル
ή
ー
ト
リ
フ
タ
ー

Ｇ
̡
な
ど
導
入
ࢧ
ԉ
へ

ロ
ジ
ݚ
・
੨
年
部
・
ঁ
性
部
、通
ৗ
૯
会

東
ト
協
が
Ｇ
マ
ー
ク
説
明
会
を
開
催

第
47
回
東
ト
協
ド
ラ
ί
ン
実
Պ
ڝ
ٕ

厚
労
省
が
全
国
安
全
週
間
を
実
施

̎̐̑̒̓

東
京
都
は
５
月
27
日
、
中

খ
企
業
者
な
ど
の
物
ྲྀ
分
໺

に
お
け
る
୤
୸
ૉ
化
を
ࢧ
ԉ

す
る「
企
業
の
Ｓ
̲
̾
̿
̴

３（
物
ྲྀ
分
໺
）
対
策
ଅ
進

事
業（
陸
上
輸
送
）」の
申
請

受
付
を
同
日
か
ら

開
始
し
た
。

同
事
業
は
、
こ

れ
ま
で
の「
運
輸
・

物
ྲྀ
分
໺
に
お
け

る
୤
୸
ૉ
化
ࢧ
ԉ

事
業
」
を
改
称
し

た
も
の
。
荷
主
に

対
す
る
ࢧ
ԉ
と
し

て
、
環
ڥ
関
係
の

認
ূ
や
ධ
Ձ
を
取
得
し
て
い

る
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者

を
ར
用
す
る
ࡍ
、
運
送
経
අ

を
ิ
助
す
る
こ
と
で
、
環
ڥ

対
応
に
優
れ
た
運
送
事
業
者

の
ར
用
ଅ
進
を
図
る
。
今
年

度
は
、
対
象
と
な
る
運
送
事

業
者
の
要
件
に
、「
東
京
都

貨
物
輸
送
ධ
Ձ
制
度
」
の
５

年
連
続
ධ
Ձ
な
ど
を
新
た
に

௥
加
し
た
。

概
要
は
、次
の
通
り
。

ở
荷
主
ʹ
対
す
Δ
ࢧ
ԉ
Ỡ

▽
ิ
助
対
象
ử
中
খ
企
業

者
で
あ
る
荷
主
な
ど

▽
ิ
助
要
件
ử
ά
リ
ー
ン

得
し
た
運
輸
事
業
者
を
対
象

に
、
認
ূ
取
得
に
要
す
る
経

අ
の
一
部
を
助
੒
す
る
。

概
要
は
、次
の
通
り
。

ở
ӡ
༌
ࣄ
ۀ
ऀ
ʹ
対
す
Δ
ࢧ

ԉ
Ỡ▽

ิ
助
対
象
ử
新
た
に
ά

リ
ー
ン
経
営
認
ূ
ま
た
は
̞

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
ূ
い

ず
れ
か
を
取
得
す
る
運
輸
事

業
者（
ト
ラ
ッ
ク
、
ό
ス
な

ど
）▽

ิ
助
率
ử
認
ূ
審
査
・

ొ
࿥
経
අ
の
２
分
の
１（
ิ

助
上
限
ֹ
50
万
円
）

い
ず
れ
の
ࢧ
ԉ
も
、
ク
ー

ル
・
ω
ッ
ト
東
京
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）の
Φ
ン
ラ

イ
ン
申
請
で
受
け
付
け
て
い

る
。申

請
は
̕
年
３
月
31
日
ま

で
受
け
付
け
る（
助
੒
対
象

期
間
は
４
月
１
日
か
ら
̕
年

３
月
31
日
ま
で
）。
予
ࢉ
ֹ

に
ୡ
し
た
場
合
は
受
付
を
ऴ

了
す
る
。

申
請
の
手
引
き
や
実
施
要

ߝ
な
ど
の
詳
細
は
、ク
ー
ル・

ω
ッ
ト
東
京
Ｈ
Ｐ
を
参
照
。

▽
໰
い
合
わ
せ
先
ử
ク
ー

ル
・
ω
ッ
ト
東
京
Ϟ
ビ
リ
ς

ィ
チ
ー
ム（
ὸ
03
・
５
̕
̕

０
・
５
０
６
８
、
受
付
時
間

ʗ
ฏ
日
ޕ
前
̕
時
〜
ޕ
後
５

時
、
正
ޕ
〜
ޕ
後
１
時
・
ॕ

ࡇ
日
・
年
຤
年
始
を
除
く
）

経
営
認
ূ
や
̞
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
の
認
ূ
、
都
の「
貨
物

輸
送
ධ
Ձ
制
度
」
の「
ࡾ
つ

੕
」
ධ
Ձ
、
同
制
度
の
５
年

連
続
ධ
Ձ
な
ど
、
い
ず
れ
か

を
取
得
し
て
い
る
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
者
を
ར
用
す
る

こ
と▽

ิ
助
率
ử
運
送
に
か
か

る
経
අ
の
２
分
の
１（
ิ
助

上
限
ֹ
１
０
０
万
円
）

同
事
業
で
は
、
運
輸
事
業

者
に
対
す
る
ࢧ
ԉ
も
実
施
す

る
。
ά
リ
ー
ン
経
営
認
ূ
ま

た
は
̞
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
の
認

ূ
を
新
た
に
取

ӡ
༌
ࣄ
ۀ
ऀ
ͷ
৽
ن

ೝ
ূ
औ
ಘ
΋
ࢧ
ԉ

受
講
ଅ
進
を
図
っ
た
。

ऩ
ࢧ
ܾ
ࢉ
に
つ
い
て
は
、

経
ৗ
ऩ
ӹ
が
໿
20
ԯ
８
７
１

５
万
６
ઍ
円
、
経
ৗ
අ
用
が

໿
18
ԯ
３
３
０
７
万
３
ઍ
円

理
事
会
の
あ

い
さ
つ
で
水
໺

会
௕
は
、「
６

月
29
日
の
通
ৗ

૯
会
へ
の
提
出

ٞ
案
や
、
̕
月

12
日
に
୅
ʑ
໦

公
Ԃ
で
開
催
す

る
ト
ラ
ッ
ク
フ

ỻ
ス
タ
に
つ
い

て
͝
審
ٞ
い
た

ͩ
く
。
円
׈
か
つ
৻
重
な
͝

審
ٞ
を
お
ئ
い
す
る
」
と
ड़

べ
た
。

ٞ
事
で
は
、７
年
度
事
業

報
告
・
ऩ
ࢧ
ܾ
）ࢉ
案
）、公

ӹ
目
的
ࢧ
出
計
画
実
施
報
告

書（
案
）を
審
・ٞঝ
認
し
た
。

事
業
活
動
の
う
ち
新
規
事
業

で
は
、「
２
０
２
４
年
໰
題
」

へ
の
対
応
と
し
て
、
人
材
確

保
ଅ
進
事
業
で
物
ྲྀ
改
正
๏

や
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
ೋ
๏
な

ど
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催

東
ト
協
ト
ラ
ッ

ク
ϑ
ỻ
ス
タ
̩
̤

̠
̮
̤
２
０
２
６

実
行
ϓ
ϩ
δ
ỻ
ク

ト（
৿
ຊ
উ
໵
ϓ

ϩ
δ
ỻ
ク
ト
Ϧ
ー

μ
ー
）は
̑
月
2Ā

日
、
東
ト
૯
合
会

ؗ
で
第
４
回
̬
Ｇ

会
議（
ᖒ
഼
३
̬

Ｇ
Ϧ
ー
μ
ー
）を

開
࠵
し
た
。
９
月

12
日
に
ौ
୩
۠
の
୅
ʑ
໦
公

Ԃ
で
開
࠵
す
る「
ト
ラ
ッ
ク

ϑ
ỻ
ス
タ
̩
̤
̠
̮
̤
２
０

２
６
」
に
つ
い
て
、
支
部
の

参
加
ঢ়
گ
΍
発
出
จ
ॻ
ͳ
Ͳ

を
協
議
し
た
。

議
୊
で
は
、
ࠓ
年
度
も
会

員
事
業
者
に
協
賛
を
ٻ
Ί
て

い
く
ํ
਑
を
決
ఆ
。
正
෭
会

長
会
、
૯
຿
委
員
会
、
理
事

会
で
の
ঝ
ೝ
を
ܦ
て
、
各
支

部
΍
東
ト
協
ϗ
ー
Ϝ
ペ
ー
δ

（
̝
̥
）、『
東
ژ
౎
ト
ラ
ッ

ク
࣌
ใ
』
へ
の

案
内
ν
ラ
シ
ಉ

෧
ͳ
Ͳ
を
通
͡
、
会
員
事
業

者
に
޿
く
協
力
を
ݺ
び
か
け

て
い
く
こ
と
を
֬
ೝ
し
た
。

東
ト
協
は
こ
の
΄
Ͳ
、９

月
12
日
に
ौ
୩
۠
の
୅
ʑ
໦

公
Ԃ
で
開
࠵
す
る「
ト
ラ
ッ

ク
ϑ
ỻ
ス
タ
̩
̤
̠
̮
̤
２

０
２
６
～
਌
ࢠ
で
ମ
ݧ
ʂ
安

全
と
؀
ڥ
～
」
に
向
け
、
会

ࢍ
ಉ
ɾ
ڠ
ࢍ
ͷ
͓
ئ
͍

員
事
業
者
に
ର
し
協
賛
を
ݺ

び
か
け
て
い
る
。

全
会
員
に
ର
し
、
水
野
功

会
長
と
ϑ
ỻ
ス
タ
実
行
ϓ
ϩ

δ
ỻ
ク
ト
Ϧ
ー
μ
ー
の
৿
ຊ

෭
会
長
が
連
名
で
ཁ
請
จ
ॻ

を
発
出
し
、
協
賛
を
ٻ
Ί
て

い
る
も
の（
本
号
に
協
ࢍ
ཁ

੥
จ
ॻ
・
Ҋ
಺
チ
ラ

シ
を
同
封
）。

開
࠵
に
౰
た
り
、
交
付
ۚ

事
業
と
一
ൠ
会
計
事
業
を
༗

ػ
త
に
連
ܞ
͞
せ
て
運
Ӧ
す

る
ํ
਑
ͩ
が
、
ࡢ
ࠓ
の
協
会

ࡒ
੓
の
ঢ়
گ
を
౿
ま
͑
、
会

員
事
業
者
に
ର
し
、
イ
ϕ
ン

ト
開
࠵
の
झ
ࢫ
へ
の
賛
ಉ
を

ٻ
Ί
、
ࠓ
年
度
も
協
賛
ۚ
を

ื
集
す
る
。

協
賛
（ۚ
１
口
̑
０
０
０

ԁ
か
ら
）の
申
し
ࠐ
Έ
は
、

東
ト
協
̝
̥
内
の「
ト
ラ
ッ

ク
ϑ
ỻ
ス
タ
̩
̤
̠
̮
̤

２
０
２
６
」
会
員
協
賛
申
ࠐ

ϑ
Ỽ
ー
Ϝ
で
受
け
付
け
て
い

る
。˜

໰
い
合
わ
せ
ઌ
ử
東
ト

協
業
຿
部
交
通・؀
ڥ
Ｇ（
ὸ

03
・
̏
̏
̑
９
・
̏
６
１
８
）

ト
リ
ー
が
な

く
、
例
年
よ

り
参
加
者
が

少
な
か
っ
た
た
め
、
特
例
と

し
て
、
ֶ
Պ
ڝ
ٕ
出
場
者
全

員（
ࣙ
退
者
を
除
く
）が
実

Պ
ڝ
ٕ
に
出
場
す
る
こ
と
と

し
た
。

当
日
は
޷
ఱ
に
ܙ
ま
れ
、

32
人
の
選
手
が
実
Պ
ڝ
ٕ
に

௅
ઓ
。
日
ࠒ
の
実
務
経
ݧ
で

ഓ
っ
た
高
度
な
運
転
ٕ
ೳ
を

Ҩ
״
な
く
発
ش
し
た
。

表
জ
ࣜ
は
６
月
８
日
に
東

ト
૯
合
会
ؗ
で
開
催
し
、
東

京
都
ナ
ン
ό
ー
ワ
ン
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
ό
ー
を
ܾ
定
す

る
。
大
会
は
、
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
主
催
の
第
58
回

「
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
ό

ー
・
ί
ン
ς
ス
ト
」
の
東
京

都
୅
表
選
手
選
ߟ
を
݉
Ͷ
て

お
り
、
全
国
の
ಓ
෎
ݝ
ト
ラ

ッ
ク
協
会
に
先
ۦ
け
て
予
選

大
会
が
実
施
さ
れ
た（
実
Պ

ڝ
ٕ
ͷ
ৄ
ࡉ
は
̒
໘
ࢀ
র
）。

東
ト
協
は
５
月
31

日
、
෎
中
市
の
警
視

庁
෎
中
運
転
໔
ڐ
ࢼ

ݧ
場
で
、第
47
回「
東

ト
協
ド
ラ
イ
ό
ー
・

ί
ン
ς
ス
ト
」
の
実

Պ
ڝ
ٕ
を
開
催
し

た
。
今
年
度
の
大
会

は
ঁ
性
部
໳
の
エ
ン

と
な
り
、
໿
２
ԯ
５
４
０
８

万
円
の
黒
ࣈ
と
な
っ
た
。

７
年
度
新
規
入
会
者
の
報

告
に
続
き
、８
・
̕
年
度
会

௕
ީ
ิ
者
に
つ
い
て
審
ٞ
。

会
௕
ީ
ิ
者
選
出
・
管
理
ҕ

員
会（
ҕ
員
௕
・
ݪ
ౡ
౻
ᆹ

෭
会
௕
）か
ら
の
、
現
会
௕

の
水
໺
ࢯ
を
会
௕
ީ
ิ
者
と

す
る
提
案
を
ঝ
認
し
た
。
今

後
、６
月
29
日
の
通
ৗ
૯
会

で
８
・
̕
年
度
の
理
事
・
؂

事
を
選
任
し
、
ͦ
の
後
、
７

月
８
日
に
開
催
す
る
８
年
度

第
２
回
理
事
会
で
新
会
௕
を

選
定
す
る
。
通
ৗ
૯
会
後
か

ら
新
会
௕
を
選
定
す
る
理
事

会
ま
で
の
間
は
、
水
໺
ࢯ
を

協
会
の
୅
表
と
す
る
。

続
い
て
、「
ト
ラ
ッ
ク
フ

ỻ
ス
タ
Ｔ
Ｏ
̠
̮
Ｏ
２
０
２

６
」
の
開
催
に
伴
う
会
員
か

ら
の
協
ࢍ
に
つ
い
て
、
フ
ỻ

ス
タ
実
行
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト
リ

ー
ダ
ー
の
৿
本
উ
໵
෭
会
௕

が
説
明
し
、
協
ྗ
を
要
請
し

た（
ผ
ܝ
ࢀ
র
）。

こ
の
ほ
か
、
ト
ラ
ッ
ク
・

物
ྲྀ
Ｇ
ϝ
ン
活
動
の
一
環
と

し
て
配
布
す
る
、
荷
主
向
け

の
施
設
内
ト
イ
レ
使
用
に
関

す
る
チ
ラ
シ
に
伴
い
、
配
送

先
施
設
の
ト
イ
レ
使
用
時
の

注
意
事
項
に
つ
い
て
周
知
し

た
。
さ
ら
に
、
東
京
都
が
実

施
す
る
貨
物
車
ற
車
ス
ペ
ー

ス
提
供
事
業
の
積
ۃ
的
な
活

用
を
ݺ
び
か
け
た
。

水
໺
会
௕
は
出
席
理
事
か

ら
の
࣭
໰
に
౴
え
、
ト
ラ
ッ

ク
適
正
化
ೋ
๏
の
現
状
を
説

明
す
る
と
と
も
に
、
次
期
会

௕
ީ
ิ
者
と
し
て
ҕ
員
会
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
検
౼

し
て
い
く
ߟ
え
を
示
し
た
。

し
た
ほ
か
、
健
康
労

働
ଅ
進
事
業
で
は
、

健
康
ى
Ҽ
事
故
防
止

の
؍
点
か
ら「
視
໺

ো
害
対
策
セ
ミ
ナ

ー
」を
実
施
。
ま
た
、

運
転
者
౳
ス
キ
ル
ଅ

進
事
業
で
は
、
ॳ
任

運
転
者
特
別
講
習
・

運
転
者
講
習
会
の
Φ

ン
ラ
イ
ン
化
や
動
画

配
信
な
ど
を
進
め
、

ਫ໺ࢯ

ελʔτͷ合ਤΛ͢Δ
৿ຊউ໵େձ࣮ߦҕһ௕

౦
ژ
౎
ト
ラ
ỽ
Ϋ
ڠ
ձớ
ਫ
໺
ޭ
ձ
௕
Ờは
̑
݄
26
೔
、౦
ト
૯
合
ձ
ؗ

で
ྩ
࿨
̔
೥
౓
ୈ
̍
ճ
理
事
ձớ
̬
̴
̱
ซ
用
Ờを
։
࠵
し
、̓
೥
౓
事
業

ใ
ࠂ
ɾ
ऩ
ࢧ
ܾ
ớࢉ
Ҋ
Ờや
ެ
ӹ
໨
త
ࢧ
ग़
ܭ
ը
実
ࢪ
ใ
ࠂ
ॻớ
Ҋ
Ờな
Ͳ

の
૯
ձ
ఏ
ग़
ٞ
Ҋ
を
৹
ٞ
ɾ
ঝ
認
し
た
。

ま
た
、ձ
௕
ީ
補
者
બ
ग़
ɾ
؅
理
ҕ
員
ձ
͔
Β
ఏ
Ҋ
͞
れ
た
ݱ
ձ
௕
の

ਫ
໺
ࢯ
を
、̔
ɾ
̕
೥
౓
ձ
௕
ީ
補
者
と
し
て
ঝ
認
し
た
。

ձ௕ީิऀʹਫ໺ݱձ௕

̔
೥
౓

ୈ
̍
ճ

ཧ
ࣄ
ձ

౦
τ
ڠ

ՙओͷӡૹඅをࢧԉ

ձ
һ
΁
ڠ
ࢍ
ۚ
を
ݺ
ͼ
͔
͚

՟
෺
༌
ૹ
ධ
Ձ
੍
౓
Ͱ

࿈
ଓ
ධ
Ձ
औ
ಘ
を
௥
Ճ

７
೥
౓
ࣄ
ۀ
ใ
ࠂ
ɾ

ऩ
ࢧ
ܾ
ࢉ
Ҋ
を
ঝ
ೝ

　東ト協は６月29日午後１時30分から２時
30分まで、千代田区の帝国ホテル東京で令
和８年度通常総会を開催いたします（総会後
に懇親会も開催いたします）。
　つきましては、５月下旬に「開催のご案内」
を郵送しておりますので、６月22日までにご
返信をお願いいたします。
　なお、総会を欠席される場合は、「出欠回
答はがき（兼委任状）」を必ずご返信いただき、
「委任状による議決権行使」についてご協力
をお願いいたします。

௨ৗ૯ձͷ͝Ҋ಺

ا
ۀ
ͷ
̨
̲
̾
̿
̴
ớ̏
෺
ྲྀ
෼
໺
Ờ

ର
ࡦ
ଅ
ਐ
ࣄ
ớۀ
཮
্
༌
ૹ
Ờ
౦
ژ
౎

̔
೥
౓

౦ト協
ୈ̐ճ ϑΣελ࣮1+8ߦ(

શ
ࠃ
ʹ
ઌ
ۦ
͚
࣮
Պ
ڝ
ٕ
開
࠵

౦
τ
ڠ

ୈ
��
ճ

υ
ϥ
ί
ϯ
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企画部 事業グループ

国
土
交
通
省
は
、
令
和
７

年
度
ิ
正
予
ࢉ
に
よ
る「
中

খ
物
ྲྀ
事
業
者
の
労
働
生
産

性
向
上
事
業（
ς
ー
ル
ή
ー

ト
リ
フ
タ
ー
౳
導
入
౳
ࢧ

ԉ
）」を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
ࣥ
行
団
体

の
日
本
ೳ
率
協
会
ί
ン
サ
ル

ς
ィ
ン
ά（
̟
̢
̖
̘
）は

６
月
８
日
か
ら
ิ
助
申
請
の

受
付
を
開
始
し
た
。
受
付
期

限
は
７
月
24
日
ま
で
。
先
着

ॱ
と
し
、
予
ࢉ
ֹ
に
ୡ
し
た

場
合
は
受
付
を
ऴ
了
す
る
。

同
事
業
は
、
車
྆
の
効
率

化
設
備（
ς
ー
ル
ή
ー
ト
リ

フ
タ
ー
や
ト
ラ
ッ
ク
౥
ࡌ
型

ク
レ
ー
ン
、
ト
ラ
ッ
ク
౥
ࡌ

用
２
段
積
み
σ
ッ
キ
、
ダ
ϒ

ル
連
݁
ト
ラ
ッ
ク
）の
導
入

な
ど
、
業
務
効
率
化
、
経
営

ྗ
強
化
、
人
材
確
保
・
育
੒

な
ど
に
関
す
る
取
り
組
み
を

ࢧ
ԉ
し
、
経
営
の
構
造
的
改

ળ
を
図
る
も
の
。

申
請
対
象
は
、
中
খ
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者（
資
本
ۚ

３
ԯ
円
以
Լ
ま
た
は
ै
業
員

数
３
０
０
人
以
Լ
）で
、
か

つ
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
を
５
྆

以
上
保
有
し
て
い
る
者
な

ど
。
事
業
۠
分
͝
と
に
対
象

要
件
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

車
྆
の
効
率
化
設
備
導
入
౳

事
業
で
は
、
Ｇ
マ
ー
ク
取
得

事
業
者
や「
ホ
ワ
イ
ト
物
ྲྀ
」

推
進
運
動
の
自
主
行
動
એ
ݴ

の
実
施
、「
働
き
や
す
い
職

場
認
ূ
制
度
」の
認
ূ
取
得
、

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
ங

એ
ݴ
」
を
行
っ

て
い
る
事
業

者
、
事
業
場
内

࠷
低
௞
ۚ
時
間

ֹ
を
一
定
以
上
引
き
上
げ
た

事
業
者
に
は
、
ิ
助
上
限
台

数
を
引
き
上
げ
る
優
۰
措
置

を
設
け
て
い
る
。

対
象
事
業（
①
〜
ᶏ
）と

ิ
助
ֹ
な
ど
は
次
の
通
り
。

ợ
車
྆
の
ޮ
཰
Խ
ઃ
උ
の
ಋ

ೖ
౳
ࣄ
ۀ
Ụ

▽
ิ
助
対
象
ử
①
ς
ー
ル

ή
ー
ト
リ
フ
タ
ー
、
②
ト
ラ

ッ
ク
౥
ࡌ
型
ク
レ
ー
ン
、
③

ト
ラ
ッ
ク
౥
ࡌ
用
２
段
積
み

σ
ッ
キ
、
④
ダ
ϒ
ル
連
݁
ト

ラ
ッ
ク

▽
ิ
助
率
ʗ
ิ
助
ۚ
上
限

ֹ
ử
①
導
入
අ
の
４
分
の
１

ʗ
１
台
当
た
り
15
万
円（
ア

ー
ム
ࣜ
・
ਨ
直
ࣜ
）、
30
万

円（
後
部
格
ೲ
ࣜ
・
床
Լ
格

ೲ
ࣜ
）、②
導
入
අ
の
４
分
の

東
京
し
͝
と
ࡒ
団
は
、
都

内
中
খ
企
業
を
対
象
に「
̚

Ｓ（
ࣾ
員
満
଍
度
）
向
上
に

よ
る
ए
手
人
材
確
保
・
定
着

事
業
助
੒
ۚ
」
の
ื
ू
を
行

っ
て
い
る
。
ए
手
人
材
の
࠾

用
・
定
着
に
向
け
、
ࣾ
୐
整

備
や
৯
事
提
供
、
健
康
増
進

サ
ー
ビ
ス
導
入
に
お
け
る
අ

用
を
ࢧ
ԉ
す

る
。対

象
は
運

輸
業
の
場

合
、
資
本
ۚ

３
ԯ
円
以
Լ

ま
た
は
ৗ
時

使
用
す
る
ै

業
員
数
３
０

０
人
以
Լ
の

中
খ
企
業
。

ま
た
、
全
ै
業
員
に
઎
め
る

ए
手
ै
業
員（
35
ࡀ
未
満
）

の
ׂ
合
が
30
％
以
Լ
、
入
ࣾ

３
年
以
内
の
ए
手
ै
業
員
数

が
全
ै
業
員
数
の
10
％
以
Լ

で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
直
近

１
年
間
に
ए
手
人
材
を
ؚ
む

求
人
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
も
求
め
ら
れ
る
。

助
੒
対
象
と
な
る
の
は
、

ए
手
ै
業
員
を
対
象
と
し
た

①
住
୐
の
आ
り
上
げ
、
②
৯

事
な
ど
の
提
供
、
③
健
康
増

進
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
―
―
の

３
分
໺
。
こ
の
う
ち
２
つ
以

上
の
事
業
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。

助
੒
限
度
ֹ
は
、
①
が
年

２
０
０
万
円
、
②
・
③
が
ͦ

れ
ͧ
れ
年
50
万
円
で
、
助
੒

日
本
঎
޻
会
ٞ
所
と
東
京

঎
޻
会
ٞ
所
は
５
月
25
日
、

「
中
খ
企
業
の
働
き
方
改
ֵ

に
関
す
る
調
査
」
の
ू
計
݁

Ռ
を
公
表
し
た
。

２
０
１
̕
年
に
施

行
さ
れ
た「
働
き

方
改
ֵ
関
連
๏
」

が
施
行
後
５
年
の

見
直
し
時
期
を
ܴ

え
る
中
、
中
খ
企

業
に
お
け
る
時
間

外
労
働
の
上
限
規

制
へ
の
対
応
状
گ

や
課
題
を
೺
Ѳ
す

る
た
め
に
実
施
し

た
も
の
。
調
査
は

全
国
の
中
খ
企
業

１
７
２
４
ࣾ
を
対

象
に
行
い
、
こ
の

う
ち
運
輸
業
は
5�

（ࣾ
３
・
２
％
）ͩ
っ
た
。

調
査
に
よ
る
と
、
運
輸
業

率
は
い
ず
れ
も
２
分
の
１
。

例
え
͹
、
①
は
共
同
住
୐
の

一
ࣨ
な
ど
を
आ
り
上
げ
、
ࣾ

୐
と
し
て
新
た
に
提
供
、
②

は
置
き
型
ί
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
や
自
動
ൢ
ച
機
な
ど

の
導
入
、
③
は
健
康
管
理
ア

プ
リ
の
活
用
や
ࠊ
௧
予
防
対

策
な
ど
、
෱
ར
厚
生
の
ॆ
実

に
よ
る
ए
手
ै
業
員
の
定
着

対
策
と
し
て
活
用
で
き
る
。

助
੒
対
象
期
間
は
ࢧ
څ
ܾ

定
日
か
ら
࠷
௕
３
年
間
で
、

継
続
ར
用
す
る
場
合
は
毎
年

度
、
所
定
の
申
請
・
実
੷
報

告
が
必
要
と
な
る
。
な
お
、

助
੒
対
象
経
අ
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
が
50
％
以
上
ෛ

担
す
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ

て
い
る
。

で「
事
業
運
営
に
制
໿
が
生

じ
て
い
る
」
と
回
౴
し
た
企

業
の
ׂ
合
が
35
・
７
％
と
、

全
業
種
で
࠷
も
高
く
、
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制

の
Ө
ڹ
が
、
特
に
大

き
い
こ
と
が
ු
き
ூ

り
と
な
っ
た
。

過
去
１
年
間
で
、

１
か
月
当
た
り
の
時

間
外
労
働
が
࠷
も
多

か
っ
た
正
ࣾ
員
の
時

間
外
労
働
時
間
に
つ

い
て
、
運
輸
業
で
は

�2・５
％
が「
単
月
45

時
間
以
上
」と
回
౴
。

全
業
種
の
25・
̕
％

を
大
き
く
上
回
り
、

௕
時
間
労
働
が
発
生

し
て
い
る
企
業
の
ׂ

合
が
ࡍ
立
っ
た
。

ま
た
、
１
か
月
の
時
間
外

労
働
が
45
時
間
を
௒
え
た
回

数
が
࠷
も
多

か
っ
た
正
ࣾ

員
に
つ
い
て

も
、
運
輸
業

１
ʗ
１
台
当
た
り
１
３
５
万

円（
大
型
）、１
２
０
万
円（
中

型
）、１
０
５
万
円（
খ
型
）、

③
導
入
අ
の
４
分
の
１
ʗ

σ
ッ
キ
１
基
当
た
り
12
万
円

（
１
台
当
た
り
3�
万
円
）、
④

導
入
අ
の
４
分
の
１
ʗ
１
台

当
た
り
１
１
０
０
万
円（
ό

ン
フ
ル
ト
レ
ー
ラ
、
ド
リ
ー

付
き
ό
ン
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
、

ド
リ
ー
ʴ
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
）

˞
①
〜
④
の
ิ
助
上
限
台

数
は
ݪ
ଇ
１
事
業
者
１
台
。

Ｇ
マ
ー
ク
取
得
事
業
者
は
３

台
ま
で
、「
ホ
ワ
イ
ト
物
ྲྀ
」

推
進
運
動
の
自
主
行
動
એ

ݴ
、「
働
き
や
す
い

職
場
認
ূ
制
度
」
の

認
ূ
取
得
、「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
ங

એ
ݴ
」
を
行
っ
て
い

る
事
業
者
、
お
よ
び

事
業
場
内
࠷
低
௞
ۚ

時
間
ֹ
を
３
％
ま
た

さ
ら
に
、
ࢧ
ԉ
ܾ
定
後
は

ઐ
໳
Ո
が
࠷
大
３
回
೿
ݣ
さ

れ
、
当
֘
助
੒
ۚ
ࢧ
څ
申
請

の
ࡍ
に
提
出
が
必
要
と
な
る

「
取
組
計
画
書
」
の
作
੒
な

ど
を
ࢧ
ԉ
す
る
。

申
請
は
先
着
ॱ
で
、
前
期

は
８
月
７
日
ま
で
、
後
期
は

８
月
17
日
か
ら
11
月
13
日
ま

で
受
け
付
け
る
。
各
期
30
ࣾ

の
受
付
を
予
定
し
て
い
る
。

詳
細
は
、
東
京
し
͝
と
ࡒ

団
̚
Ｓ
向
上
助
੒
ۚ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
。

▽
໰
い
合
わ
せ
先
ử
東
京

し
͝
と
ࡒ
団
企
業
ࢧ
ԉ
部
ޏ

用
環
ڥ
整
備
課
࠾
用
定
着
ଅ

進
ࢧ
ԉ
係（
ὸ
03
・
５
２
１

１
・
０
３
̕
７
、
受
付
時
間

ʗ
ฏ
日
ޕ
前
̕
時
〜
ޕ
後
５

時
、
正
ޕ
〜
ޕ
後
1
時
を
除

く
）

で「
５
回
以
上
」
の
回
౴
が

32
・
１
％
と
全
業
種
の
中
で

࠷
も
高
く
、
現
場
の
ෛ
担
が

大
き
い
実
態
が
改
め
て
示
さ

れ
た
。

一
方
で
、「
ऩ
入
の
ҡ
࣋
・

向
上
」
や「
担
当
業
務
の
完

਱
・
੹
任
」な
ど
を
理
༝
に
、

現
在
よ
り
௕
い
労
働
時
間
を

ر
๬
・
ঝ
知
す
る
正
ࣾ
員

が「
１
ׂ
以
上
い
る
」
と
౴

え
た
運
輸
業
者
は
�4
・
３
％

に
ୡ
し
、全
業
種
ฏ
）ۉ
43
・

̕
％
）を
大
き
く
上
回
っ
た
。

現
場
で
は
、
労
働
時
間
に
対

す
る
ニ
ー
ζ
が
多
様
化
し
て

い
る
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

こ
う
し
た
݁
Ռ
を
踏
ま

え
、
日
঎
・
東
঎
で
は
、
ൟ

ؓ
ࠩ
や
ಥ
発
的
な
業
務
に
対

応
で
き
る
変
ܗ
労
働
時
間
制

な
ど
、
ॊ
ೈ
な
労
働
時
間
制

度
の
実
現
が
必
要
と
指
ఠ
。

健
康
確
保
と
労
使
合
意
を
前

提
に
、
よ
り
ॊ
ೈ
な
働
き
方

を
可
ೳ
と
す
る
制
度
整
備
を

求
め
て
い
る
。

は
45
円
以
上
引
き
上
げ
た
事

業
者
は
、
２
台
ま
で
申
請
で

き
る
。
ෳ
数
の
要
件
を
満
た

す
場
合
は
、
ͦ
れ
ͧ
れ
の
上

限
台
数
を
合
ࢉ
し
た
台
数
ま

で
申
請
が
可
ೳ
。

ợ
ۀ
຿
ޮ
཰
Խ
ࣄ
ۀ
Ụ

▽
ิ
助
対
象
ử
⑤
物
ྲྀ
連

携
࠷
適
化
シ
ス
ς
ム（
予
໿

受
付
シ
ス
ς
ム
、
受
注
情
報

事
前
確
認
シ
ス
ς
ム
な
ど
）、

ᶈ
業
務
効
率
化
シ
ス
ς
ム

（
配
車
計
画
シ
ス
ς
ム
、
運

行
・
労
務
管
理
シ
ス
ς
ム
な

ど
）、
ᶉ
車
྆
動
態
管
理
シ

ス
ς
ム（
⑤
・
ᶈ
シ
ス
ς
ム

と
の
同
時
導
入
が
必
ਢ
）

▽
ิ
助
率
ʗ
ิ
助
ۚ
上
限

ֹ
ử
⑤
導
入
අ
の
２
分
の
１

ʗ
１
事
業
者
当
た
り
５
０
０

万
円
、
ᶈ
導
入
අ
の
２
分
の

１
ʗ
１
事
業
者
当
た
り
２
５

０
万
円
、
ᶉ
導
入
に
係
る
σ

ジ
タ
ル
タ
ί
ά
ラ
フ
車
ࡌ
器

導
入
අ
の
２
分
の
１
ʗ
１
台

当
た
り
12
万
円（
１
事
業
者

10
台
ま
で
）

ợ
ܦ
Ӧ
ྗ
ڧ
Խ
ࣄ
ۀ
Ụ

▽
ิ
助
対
象
ử
ᶊ
ݪ
Ձ
管

理
シ
ス
ς
ム
、ᶋ
̢
ˍ
̖

▽
ิ
助
率
ʗ
ิ
助
ۚ
上
限

ֹ
ử
ᶊ
導
入
අ
の
２
分
の
１

ʗ
１
事
業
者
当
た
り
２
５
０

万
円
、
ᶋ
経
අ
の
２
分
の
１

ʗ
１
事
業
者
当
た
り
１
０
０

０
万
円

ợ
ਓ
ࡐ
֬
อ
ɾ
ҭ
成
౳
ࣄ
ۀ
Ụ

▽
ิ
助
対
象
ử
ᶌ
人
材
確

保（
求
人
活
動
な
ど
）、ᶍ
人

材
育
੒
、
ᶎ
中
型
・
大
型
・

け
ん
引
໔
ڐ
、
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
運
転
資
格
の
取
得
、
ᶏ

外
໔
切
ସ
教
習

▽
ิ
助
率
ʗ
ิ
助
ۚ
上
限

ֹ
ử
ᶌ
ᶍ
経
අ
の
２
分
の
１

ʗ
１
事
業
者
当
た
り
15
万

円
、
ᶎ
ᶏ
取
得
අ
用
の
２
分

の
１
ʗ
１
人
当
た
り
15
万
円

（
１
事
業
者
５
人
ま
で
）

申
請
は
、
同
事
業
特
設
ペ

ー
ジ
内
の
̬
̴
̱
フ
ォ
ー
ム

か
ら
受
け
付
け
る
。
詳
細
は

同
特
設
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

▽
໰
い
合
わ
せ
先
ử
̟
̢

̖
̘
ʗ
ς
ー
ル
ή
ー
ト
リ
フ

タ
ー
౳
導
入
ࢧ
ԉ
事
務
局

（
ὸ
０
８
０
・
̕
３
２
０
・

３
５
６
２
、
ฏ
日
ޕ
前
10
時

〜
ޕ
後
４
時
ま
で
、
正
ޕ
〜

ޕ
後
１
時
を
除
く
）

省ަࠃ

７月��೔·Ͱ

ӡ༌ۀɺ࣌間֎੍نͷӨ࠷ڹେ
ड஫ػձͷ૕ࣦͳͲܦӦ੍໿΋

एख֬อ΁̨̚ॿ੒
෱རްੜ੔උをࢧԉ த

খ
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ࣄ
ۀ
ऀ
޲
け

ઃ
備
ಋ
ೖ
΍
ਓ
ࡐ
֬
อ
ࢧ
ԉ

౦
ژ
͠
͝
ͱ

ࡒ
ɹ
ɹ
ɹஂ

ए
ख
ਓ
ࡐ
֬
อ
・
定
ண
事
業
ॿ
੒
ۚ

த
খ
ا
ۀ
の
ಇ
͖
ํ
վ
ֵ

ʹ
ؔ
͢
る
ௐ
ࠪ
݁
Ռ
೔
঎

౦
঎
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οτͷςʔϒϧ্ʹ͸౰೔ͷ೔ܦ৽ฉே͕ץஔ
͔Ε͍ͯͨɻ̍໘τοϓ͸ɺϗʔϧσΟϯάεԽ
Λ׆༻ͨ͠ඇ্৔גͷ૬ଓɾઅ੫ରࡦΛ཈੍
͢ΔͨΊɺࠃ੫ி͕ධՁϧʔϧΛݟ௚͠ɺདྷ೥
౓ͷ੫੍վਖ਼Ͱௐ੔ͯ͠ ͍͘ ͱ͍ ɻͨͬͩࣄه͏

こ
う
し
た
報
ಓ
が
さ
れ
る

ほ
ど
、
中
খ
事
業
者
の
間
で

ホ
ー
ル
σ
ィ
ン
ά
ス
化
が
޿

が
っ
て
い
る
こ
と
を
意
ຯ
し

て
い
る
。
ホ
ー
ル
σ
ィ
ン
ά

ス
化
の
理
༝
は
、
事
業
者
に

よ
っ
て
さ
ま
͟
ま
ͩ
。

今
年
４
月
に
ホ
ー
ル
σ
ィ

ン
ά
ス
化
し
た
あ
る
事
業
者

は
、「
ࣾ
員
の
提
案
を
積
ۃ

的
に
࠾
用
し
、
新
規
事
業
と

し
て
੒
ޭ
す
る
可
ೳ
性
が
あ

れ
͹
、
ホ
ー
ル
σ
ィ
ン
ά
ス

ࡿ
Լ
の
事
業
会
ࣾ
と
し
て
新

会
ࣾ
を
設
立
し
、
ͦ
の
経
営

を
企
画
・
提
案
し
た
ࣾ
員
に

任
せ
る
こ
と
が
目
的
」
と
い

う
。同

ࣾ
で
は
ͦ
の
ߟ
え
方
に

基
づ
き
、
ホ
ー
ル
σ
ィ
ン
ά

ス
化
す
る
以
前
か
ら
新
規
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
入

効
Ռ
を
࠷
大
化
す
る
こ
と
が

目
的
ͩ
」
と
い
う
。
同
ࣾ
の

ࡿ
Լ
に
は
５
ࣾ
の
事
業
会
ࣾ

が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
各
ࣾ
で

重
ෳ
し
て
い
た
事
業
内
容
の

整
理
・
࠶
ฤ
を
進
め
た
。
各

ࣾ
が
個
別
に
行
っ
て
い
た
資

材
や
消
໣
඼
な
ど
の
調
ୡ
を

一
本
化
し
、
ス
έ
ー
ル
ϝ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
て
ऩ
ӹ
性
の

向
上
を
図
る
。

こ
の
よ
う
に
運
送
業
界
で

も
、
事
業
ঝ
継
対
策
や
相
続

対
策
、
経
営
基
൫
の
強
化
、

新
規
事
業
の
育
੒
な
ど
を
目

的
に
、
ホ
ー
ル
σ
ィ
ン
ά
ス

化
を
進
め
る
中
খ
事
業
者
が

増
え
て
き
て
い
る
。
事
業
会

ࣾ
が
経
営
に
ઐ
೦
し
な
が

ら
、
ά
ル
ー
プ
全
体
で
੒
௕

ઓ
ུ
を
ඳ
く
手
๏
と
し
て
、

今
後
も
導
入
の
動
き
は
޿
が

り
ͦ
う
ͩ
。

（
物
ྲྀ
δ
Ỿ
ー
φ
Ϧ
ス
ト

৿
ా
෋
࢜
෉
）

ࣾ
５
年
目
の
ࣾ
員
が
提
案
し

た
の
は
、
ଞ
ࣾ
の
人
事
業
務

を
୅
行
す
る
事
業
ͩ
。
運
送

事
業
者
ͩ
け
で
な
く
、
ଞ
業

種
も
対
象
と
す
る
。
ै
業
員

１
０
０
人
以
Լ
の
企
業
で

は
、
ಠ
立
し
た
人
事
部
໳
を

࣋
た
な
い
έ
ー
ス
が
多
く
、

୅
表
者
や
૯
務
担
当
者
が
࠾

用
業
務
を
݉
務
し
て
い
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
ͩ
。
ͦ
こ

で
、
自
ࣾ
で
ഓ
っ
た
ϊ
ウ
ϋ

ウ
を
生
か
し
、
ื
ू
か
ら
࠾

用
、
人
材
育
੒
な
ど
を
一
؏

し
て
受
ୗ
す
る
。
ま
ず
は
ࣾ

内
事
業
と
し
て
立
ち
上
げ
、

ऩ
ӹ
化
の
め
ど
が
立
て
͹
ホ

ー
ル
σ
ィ
ン
ά
ス
ࡿ
Լ
の
一

事
業
会
ࣾ
と
し
て
ಠ
立
さ
せ

る
ߟ
え
ͩ
。
同
ࣾ
で
は
、「
今

後
も
さ
ま
͟
ま
な
企
画
を
事

業
化
し
、
ά
ル
ー
プ
の
事
業

事
業
者
は
、
相
続
੫
対
策
と

後
継
者
໰
題
へ
の
対
応
が
എ

ܠ
に
あ
っ
た
。
฼
体
と
な
っ

た
運
送
会
ࣾ
の
ג
Ձ
の
ධ
Ձ

ֹ
が
10
ഒ
に
上
ঢ
し
て
い
た

た
め
ͩ
。
同
ࣾ
で
は
、
໿
１

年
前
か
ら
公
認
会
計
࢜
や
ۚ

༥
機
関
に
相
ஊ
を
重
Ͷ
、「
都

ۜ
の
中
に
は
、
東
京
か
ら
担

当
者
を
೿
ݣ
す
る
と
ま
で
ݴ

っ
て
く
れ
た
ۜ
行
も
あ
っ

た
」と
い
う
。
検
౼
の
݁
Ռ
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
取
引
は
な

か
っ
た
が
、
஍
ݩ
の
大
手
஍

ۜ
に
ί
ー
σ
ィ
ω
ー
タ
ー
と

し
て
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と

に
し
た
。後
継
者
໰
題
で
は
、

ホ
ー
ル
σ
ィ
ン
ά
ス
の
୅
表

者
に
૑
業
Ո
の
່
が
ब
任
。

ࡿ
Լ
に
は
３
ࣾ
の
事
業
会
ࣾ

が
あ
り
、
こ
の
う
ち
物
ྲྀ
関

連
２
ࣾ
の
୅
表
者
に
は
ԛ
ܑ

ఋ
が
ͦ
れ
ͧ
れ
ब
任
し
た
。

ホ
ー
ル
σ
ィ
ン
ά
ス
の
ג
ࣜ

は
਌
଒
が
保
有
し
、
資
産
管

理
は
ホ
ー
ル
σ
ィ
ン
ά
ス
が

担
う
一
方
、
事
業
会
ࣾ
は
ͦ

れ
ͧ
れ
経
営
に
ઐ
೦
で
き
る

体
制
を
整
え
た
。

こ
の
ホ
ー
ル
σ
ィ
ン
ά

ス
化
の
効
Ռ
は
、
༩
信
ྗ
の

向
上
と
し
て
表
れ
て
い
る
。

「
都
ۜ
な
ど
か
ら
も
営
業
に

དྷ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い

う
。
同
ࣾ
は
現
在
、
大
規
໛

物
ྲྀ
セ
ン
タ
ー
の
開
設
計
画

を
進
め
て
い
る
。「
こ
の
プ

ロ
ジ
ỻ
ク
ト
の
౤
資
ֹ
は
ほ

΅
年
঎
に
ඖ
ఢ
す
る
規
໛
ͩ

が
、
༩
信
ྗ
の
向
上
に
よ
っ

て
、
資
ۚ
調
ୡ
も
可
ೳ
に
な

っ
た
」と
࿩
す
。

ま
た
、
今
年
２
月
に
ホ
ー

ル
σ
ィ
ン
ά
ス
を
設
立
し
、

４
月
か
ら
新
体
制
に
Ҡ
行
し

た
あ
る
事
業
者
は
、「
ά
ル

ー
プ
全
体
の
経
営
基
൫
を
さ

ら
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、

各
事
業
会
ࣾ
の
自
཯
的
な
੒

௕
と
ά
ル
ー
プ
全
体
の
相
৐

ྖ
Ҭ
を
֦
大
し
て
い
く
」
と

し
て
い
る
。

今
年
３
月
に
ホ
ー
ル
σ
ィ

ン
ά
ス
化
し
、
４
月
か
ら
新

体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
た
あ
る

ࡦಅͰ૬ଓɾઅ੫ରߴגࣾࣗ

ଘଓ΁ۀࣄӦ෼཭Ͱܦຊͱࢿ

࣋
ͪ
ג
ձ
ࣾ
Խ
ਐ
Ή
த
খ
ࣄ
ۀ
ऀ

国
土
交
通
ল
は
、
災
֐
࣌

で
も
安
ఆ
し
た
物
資
༌
送

を
֬
อ
す
る
た
Ί
、「
令
和

８
年
度
物
流
ڌ
点
ػ
ೳ
ڧ
化

支
ԉ
事
業
අ
補
ॿ
ۚ
」
の
公

ื
を
開
࢝
し
た
。
物

流
施
設
へ
の
ඇ
ৗ
用

ి
ݯ
設
備
の
導
ೖ
支

ԉ
と
、
׭
ຽ
が
連
ܞ

し
た
支
ԉ
物
資
༌
送

܇
࿅
へ
の
支
ԉ
を
通

͡
、
物
流
ڌ
点
の
Ϩ

δ
Ϧ
Τ
ン
ス
ڧ
化
を

ਤ
る
。こ
Ε
に
൐
い
、

ࣥ
行
ஂ
ମ
の
̣
̩
̩

σ
ー
タ
ܦ
Ӧ
ݚ
ڀ
所

が
事
຿
ہ
と
し
て
申

請
を
受
け
付
け
る
。

補
ॿ
ର
৅
は
２
事

ํ
公
ڞ
ஂ
ମ
と
物

流
事
業
者
ͳ
Ͳ
で

ߏ
成
す
る
協
議
会
౳
を
ର
৅

に
、
ラ
ス
ト
マ
イ
ϧ
に
͓
け

る
支
ԉ
物
資
༌
送
܇
࿅
の
実

施
に
ཁ
す
る
ܦ
අ
を
補
ॿ
す

る
も
の
。
補
ॿ
率
は
２
分
の

１
Ҏ
内
、
１
事
業
者
౰
た
り

の
্
ݶ
ֹ
は
̑
０
０
ສ
ԁ
。

公
ื
期
間
は
̑
月
22
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で（
ඞ
ண
）。

申
請
は
ઌ
ண
ॱ
。
申
請
ֹ
が

༧
ࢉ
ֹ
に
ୡ
し
た
৔
合
、
補

ॿ
ۚ
が
交
付
͞
Ε
ͳ
い
可
ೳ

性
が
͋
る
。
申
請
ํ
法
は
、

ඞ
ཁ
ॻ
ྨ
を
༣
送
ま
た
は
ి

業
で
、֓
ཁ
は
࣍
の
通
り
。

ᶃ
ඇ
ৗ
用
ి
ݯ
設
備
の
導

ೖ
補
ॿ
事
業
ử
஍
ํ
公
ڞ
ஂ

ମ（
౎
ಓ
෎
ݝ
΍
ࢢ
۠
ொ
ଜ
）

と
物
流
事
業
者（
ト
ラ
ッ
ク・

૔
ݿ
業
者
）ͳ
Ͳ
で
ߏ
成
す

る
協
議
会
౳
を
ର
৅
に
、
物

流
施
設
へ
の
発
ి
設
備
΍
஝

ి
஑
ͳ
Ͳ
の
ඇ
ৗ
用
ి
ݯ
設

備
の
導
ೖ
を
支
ԉ
す
る
も
の

で
、
補
ॿ
率
は
２
分
の
１
Ҏ

内
、
１
事
業
者
౰
た
り
の
補

ॿ
্
ݶ
ֹ
は
１
̑
０
０
ສ

ԁ
。
災
֐
࣌
΍
ి
力
ෆ
଍
࣌

で
も
物
流
ػ
ೳ
を
ҡ
࣋
で
͖

る
ମ
制
ͮ
く
り
を
ޙ
ԡ
し
す

る
。ᶄ

災
֐
࣌
の
支
ԉ
物
資
༌

送
ମ
制
ߏ
ங
ଅ
ਐ
事
業
ử
஍

環
ڥ
優
良
車
ී
ٴ
機
構

（
̡
̚
̫
Ｏ
）は
、「
঎
用
車

౳
の
ి
動
化
ଅ
進
事
業（
ト

ラ
ッ
ク
）」
に
関
す
る
説
明

会
を
７
月
̕
日
ޕ
後
１
時
30

分
か
ら
４
時
ま
で
、
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
開
催
す

る
。
受
付
開
始
は
ޕ
後
１
時

10
分
か
ら
。
当
日
は
、
ิ
助

制
度
の
概
要
や
申
請
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

参
加
申
し
ࠐ
み
は
、
̡
̚

̫
Ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）

掲
ࡌ
の
申
ࠐ
フ
ォ
ー
ム
か
ら

の
申
し
ࠐ
み
を
推
঑
し
て
い

る
ほ
か
、
̛
̖
̭
で
も
受
け

付
け
る
。

ి
࿩
で
の

申
し
ࠐ
み
は
受

け
付
け
て
い
な

い
。
క
め
切
り
は
７
月
８
日

ま
で
で
、定
員
に
な
り
次
第
、

ऴ
了
す
る
。

詳
細
は
、̡
̚
̫
Ｏ
Ｈ
Ｐ

を
参
照
。

▽
申
ࠐ
窓
口
ử
̡
̚
̫
Ｏ

ิ
助
事
業
ࣥ
行
部
説
明
会
参

加
申
ࠐ
係（
̛
̖
̭
ʗ
03
・

５
̕
４
４
・
０
８
７
８
）

ۚ
༥
庁
は
４
月
30

日
、
第
１
５
３
回
自

動
車
ଛ
害
ഛ
ঈ
੹
任

保
険
審
ٞ
会
で
、
自

ഛ
੹
保
険
の
基
準
料

率
改
定
を
ܾ
定
し

た
。
全
車
種
ฏ
ۉ
で

６
・
２
％
の
引
き
上

げ
と
な
り
、
11
月
１

日
か
ら
新
保
険
料
を

適
用
す
る
。

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
の
求
荷
求
車
情
報
ω
ッ

ト
ワ
ー
ク
̬
̴
̱
̠
̞
Ｔ
の

੒
໿
運
௞
指
数
に
よ
る

と
、
令
和
８
年
５
月
の

指
数
は
前
月
か
ら
変
わ

ら
ず
１
３
７
で
、
前
年

同
月
を
２
⻲
上
回
っ
た
。

荷
物
情
報（
求
車
）
ొ
࿥

件
数
は
11
万
３
０
７
４
件

で
、
前
年
同
月
比
11
・
８
％

増
加
。
੒
໿
率
は
18
・
７
％

で
同
４
・
３
⻲
減
少
し
た
。

ࢠ
ϝ
ー
ϧ
で
提
出
す
る
。
公

ื
の
ৄ
ࡉ
΍
申
請
༷
ࣜ
ͳ
Ͳ

に
つ
い
て
は
、
専
用
̬
̴
̱

α
イ
ト
を
参
র
。

˜
໰
い
合
わ
せ
ઌ
ử
物
流

ڌ
点
ػ
ೳ
ڧ
化
支
ԉ
事
業
අ

補
ॿ
ۚ
事
຿
）ہ
ὸ
03
・
̑

６
７
６
・
̑
̏
０
２
）

今
回
の
改
定
は
、
交
通
事

故
件
数
減
少
の
Լ
げ
止
ま
り

と
、
ҩ
ྍ
අ
の
増
加
な
ど
に

よ
る
１
件
当
た
り
の
保
険
ۚ

ࢧ
෷
ֹ
の
増
加
を
踏
ま
え
た

も
の
。
ま
た
、
保
険
料
ෛ
担

の
ܰ
減
に
向
け
て
、
制
度
上

の
଺
留
資
ۚ
を
活
用
す
る
も

の
の
、
現
時
点
で

は
保
険
料
水
準
を

引
き
上
げ
な
け
れ
͹
、
ক
དྷ

の
保
険
ۚ
ࢧ
෷
ֹ
を
࿫
え
な

い
状
گ
に
あ
る
と
し
て
、
制

度
運
営
に
お
い
て
、
ར
ӹ
も

ଛ
ࣦ
も
生
じ
な
い
水
準
と
す

る「
ϊ
ー
ロ
ス
・
ϊ
ー
プ
ロ

フ
ィ
ッ
ト
ݪ
ଇ
」に
基
づ
き
、

保
険
料
を
見
直
し
た
。

主
な
車
種
別
で
み
る
と
、

12
か
月
ܖ
໿
の
営
業
用
ී
通

貨
物
自
動
車（
࠷
大
積
ࡌ
ྔ

２
Ἁ
௒
）が
現
行
２
万
４
１

０
０
円
か
ら
２
万
５
１
８
０

円
へ
１
０
８
０
円（
４
・
５

％
）の
引
き
上
げ
。
同
２
Ἁ

以
Լ
は
、
１
万
７
７
̕
０
円

か
ら
１
万
８
６
８
０
円
へ
８

̕
０
円（
５
・
０
％
）の
増

ֹ
と
な
る
。

今
後
、
11
月
以
߱
に
ܖ
໿

更
新
を
ܴ
え
る
事
業
者
は
、

新
保
険
料
で
の
更
新
と
な
る

た
め
、
保
険
料
ෛ
担
の
増
加

に
留
意
が
必
要
ͩ
。

運
行
管
理
者
ࢼ
ݧ
セ
ン
タ

ー
は
こ
の
ほ
ど
、
令
和
８
年

度
第
１
回
運
行
管
理
者
ࢼ
ݧ

（
̘
̗
Ｔ
ࢼ
ݧ
、貨
物
）の
実

施
日
ఔ
な
ど

を
公
示
し
た
。

ࢼ
ݧ
日
ఔ

は
８
月
８
日
〜
̕
月
６
日

（
ࢼ
ݧ
会
場
な
ど
の
予
໿
の

ࡍ
に
ر
๬
す
る
日
時
を
選
୒

ʗ
ࢼ
ݧ
時
間
90
分
間
）。

受
ݧ
申
請
の
方
๏
は
、
新

規
・
࠶
受
ݧ
と
も
に
イ
ン
タ

ー
ω
ッ
ト
申
請
の
み
。
受
付

期
間
は
６
月
15
日
か
ら
７
月

15
日
ま
で（
厳
क
）。

ở
ड
ݧ
ࢿ
֨
Ỡ

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と

①
ࢼ
ݧ
日
の
前
日
に
お
い

て
、
自
動
車
運
送
事

業（
貨
物
ܰ
自
動
車

運
送
事
業
を
除
く
）

の
用
に
供
す
る
事
業

用
自
動
車
、
ま
た
は

特
定
第
ೋ
種
貨
物
ར

用
運
送
事
業
者
の
事

業
用
自
動
車（
྘
ナ

ン
ό
ー
）の
運
行
管

理
に
関
し
、
１
年
以

上
の
実
務
経
ݧ
を
有

す
る
者（
運
転
業
務

な
ど
は
֘
当
し
な
い
）

②
国
土
交
通
大
ਉ
が
認
定

す
る
講
習
実
施
機
関
で
、
ฏ

੒
７
年
４
月
１
日
以
߱
の
基

ૅ
講
習
を
修
了
し
た
者
。「
基

ૅ
講
習
修
了
予
定
」
と
し
て

受
ݧ
申
請
す
る
場
合
は
、７

月
29
日
ま
で
に
基
ૅ
講
習
を

修
了
し
、「
基
ૅ
講
習
修
了

ূ
書
」
ま
た
は「
運
行
管
理

者
講
習
手
ா
」
の
ࣸ
し
を
提

出
す
る

ở
ड
ݧ
ख
਺
ྉ
ͳ
Ͳ
Ỡ

①
受
ݧ
手
数
料
ử
６
０
０

０
円（
ඇ
課
੫
）、②
イ
ン
タ

ー
ω
ッ
ト
申
請
ར
用
料
ử
新

規
６
６
０
円（
੫
ࠐ
）
ʗ
࠶

受
ݧ
８
６
０
円（
同
）

申
請
方
๏
な
ど
詳
細
は
、

運
行
管
理
者
ࢼ
ݧ
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

ඇ
ৗ
༻
ి
ݯ
ಋ
ೖ
ͳ
Ͳ
ʹ
ิ
ॿ

෺ྲྀڌ఺ͷ๷ػࡂೳڧԽΛࢧԉ ࠃ
ަ
ল

̓
݄
̕
೔

ิ
ॿ
ࣄ
ۀ
આ
໌
ձ
։
࠵

঎
༻
ं
౳
ͷ
ి
動
Խ
ଅ
ਐ
ࣄ
ۀ

̡
̚
̫
̤

運
賃
指
数

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

̑
݄
͸
̍
̏
̓
ʹ

લ
೥
ൺ
̎
⻲
૿
Ճ

全 ト 協
೔՟協࿈

金融庁 ࣗഛ੹อݥྉΛվఆ
��
月
�
日
͔
Β
ద
༻ӡ

ߦ
؅
ཧ
ऀ

ࢼ
ݧ
η
ϯ
λ
ồ

̔
೥
౓

ୈ
̍
ճ

ࢼ
ݧ

݄̒ 1�೔ʙ̓ ݄1�೔डݧਃ੥
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øÿ
日

మ
߯
ઐ
໳
部
会
通
ৗ

૯
会

��
日

૯
務
ҕ
員
会
▽
੨
年

部
װ
事
会

��
日

物
ྲྀ
経
営
࢜
課
ఔ
▽

ւ
上
ί
ン
ς
ナ
ઐ
໳
部
会

役
員
会

ùø
日

Ｇ
マ
ー
ク
説
明
会

（
〜
22
日
）

ùù
日

重
ྔ
඼
ઐ
໳
部
会
通

ৗ
૯
会
▽
同
ݚ
修
会

ùü
日

取
扱
事
業
・
積
合
ઐ

໳
部
会
役
員
会

ùý
日

ロ
ジ
ݚ
正
෭
本
部
௕

会
ٞ
・
װ
事
会
合
同
会
ٞ

▽
交
通
Ҩ
ࣇ
౳
助
੒
ࡒ
団

理
事
会
▽
理
事
会

ùþ
日

ॳ
任
運
転
者
特
別
講

習
▽
物
ྲྀ
経
営
࢜
課
ఔ

ùĀ
日

ト
ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス
タ

Ｔ
Ｏ
̠
̮
Ｏ
２
０
２
６
実

øý
日
 

15
時
ử
ト
ラ
ッ
ク

フ
ỻ
ス
タ
Ｔ
Ｏ
̠
̮
Ｏ
２

０
２
６
実
行
プ
ロ
ジ
ỻ
ク

ト
ワ
ー
キ
ン
ά
ά
ル
ー
プ

会
（ٞ
東
ト
૯
合
会
ؗ
ʗ

̬
̴
̱
ซ
用
）

øÿ
日
 

10
時
ử
引
越
ઐ
໳

部
会
引
越
基
本
講
習（
全

ト
૯
合
会
ؗ
）
˝
15
時
ử

ࢧ
部
事
務
局
職
員
事
業
ݚ

修
会（
東
ト
૯
合
会
ؗ
ʗ

̬
̴
̱
ซ
用
）

øĀ
日
 

1�
時
ử
生
ί
ン
ઐ

໳
部
会
通
ৗ
૯
会（
東
ト

૯
合
会
ؗ
）

ù÷
日
​

̕
時
30
分
ử
ॳ
任

運
転
者
特
別
講
習（
東
ト

૯
合
会
ؗ
）

【
５
月
16
～
31
日
】

【
６
月
16
～
30
日
】

ừ
େ
ా
支
部
Ử

˗
有
限
会
ࣾ
̗
̈́
̸
̲
̺

ử
大
ా
۠
ٱ
が
ݪ
２
の
６
の

１
▽
ὸ
03
・
３
７
５
５
・
０

７
６
５
▽
一
ൠ
貨
物
運
送

（
ී
通
車
７
台
）

ừ
ଟ
ຎ
支
部
Ử

˗
ג
ࣜ
会
ࣾ
完
ࢁ
ۚ
ଐ
ử

町
ా
市
相
ݪ
町
４
̕
１
１
▽

ὸ
０
４
２
・
７
８
３
・
５
７

８
０
▽
一
ൠ
貨
物
運
送（
ී

通
車
33
台
、খ
型
車
３
台
）

˗
ג
ࣜ
会
ࣾ
־
๮
組
ử
෢

ଂ
村
ࢁ
市
ࡾ
π
౻
２
の
27
の

３
▽
ὸ
０
４
２
・
５
３
１
・

５
８
５
１
▽
一
ൠ
貨
物
運
送

（
ී
通
車
５
台
）、ར
用
運
送

˗
ג
ࣜ
会
ࣾ
な
か
ݐ
土
໦

ử
ീ
Ԧ
ࢠ
市
ฏ
Ԭ
町
32
の
３

▽
ὸ
０
４
２
・
６
３
４
・
８

４
６
１
▽
一
ൠ
貨
物
運
送

（
ී
通
車
５
台
）

ùù
日
 

15
時
30
分
ử
৯

料
・
ञ
類
ҿ
料
ઐ
໳
部
会

通
ৗ
૯
会（
東
ト
૯
合
会

ؗ
ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）

ùû
日
 

13
時
30
分
ử
物
ྲྀ

経
営
࢜
課
ఔ（
東
ト
૯
合

会
ؗ
）
˝
14
時
30
分
ử
交

通
Ҩ
ࣇ
౳
助
੒
ࡒ
団
定
時

ධ
ٞ
員
会（
同
）
˝
15
時

ử
同
理
事
会（
同
）

ùý
日
 

10
時
ử
引
越
ઐ
໳

部
会
引
越
管
理
者
講
習

（
全
ト
૯
合
会
ؗ
）

ùĀ
日
 

12
時
ử
正
෭
会
௕

会（
ఇ
国
ホ
ς
ル
東
京
）

˝
13
時
30
分
ử
通
ৗ
૯
会

（
同
）
˝
14
時
30
分
ử
དྷ

ෂ
ॕ
（ࣙ
同
）
˝
15
時
10

分
ử
東
ト
੓
連
通
ৗ
૯
会

（
同
）
˝
1�
時
ử
࠙
਌
会

（
同
）

ú÷
日
 

15
時
ử
出
൛
・
印

࡮
・
੡
本
・
取
次
ઐ
໳
部

会
通
ৗ
૯
会（
東
෢
ホ
ς

ル
レ
ό
ン
ト
東
京
）

行
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト
ワ
ー
キ

ン
ά
ά
ル
ー
プ
会
ٞ

東
ト
協
事
຿
局
ਓ
事

（
５
月
25
日
）

࠾
用
ử
適
正
化
事
業
部
適

正
化
事
業
Ｇ
係
員（
ヤ
マ
ト

運
輸
よ
り
出
向
）ౢ
௡
ߒ
৳

૯
務
部
૯
務
・
ࢧ
部
ࢧ
ԉ

Ｇ
主
査（
適
正
化
事
業
部
適

正
化
事
業
Ｇ
主
査
）
༝
Ҫ
康

ଠ
࿠

（
５
月
31
日
）

退
職（
適
正
化
事
業
部
適

正
化
事
業
Ｇ
෭
参
事
）
ക
本

෢
ࢤ

（
６
月
１
日
）

࠾
用
ʗ
৤
ୗ
ử
適
正
化
事

業
部
適
正
化
事
業
Ｇ
෭
参
事

（
東
ト
協
）ക
本
෢
ࢤ

東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
ロ
ジ
ス
ς

ィ
ク
ス
ݚ
ڀ
会
は

６
月
５
日
、
東
ト

૯
合
会
ؗ
で
第
39
回（
令
和

８
年
度
）
通
ৗ
૯
会
を
開
催

し
、７
年
度
事
業
報
告
・
ऩ

ࢧ
ܾ
ࢉ
、８
年
度
事
業
計
画・

ऩ
ࢧ
予
ࢉ
な
ど
全
ٞ
案
を
審

ٞ
し
ݪ、
案
通
り
ঝ
認
し
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
を
行
い
、
大
ౡ
໻
一

本
部
௕
を
選
任
し
た
。

๯
頭
、
٢
本
঎
一
前
本
部

௕
は「
օ
様
の
͝
理
解
と
͝

協
ྗ
を
い
た
ͩ
き
な
が
ら
、

東
ト
協
੨
年
部

は
６
月
５
日
、
東

ト
૯
合
会
ؗ
で
令

和
８
年
度
通
ৗ
૯

会
を
開
催
し
、７
年
度
事
業

報
告
・
ऩ
ࢧ
ܾ
ࢉ
お
よ
び
８

年
度
事
業
計
画
・
ऩ
ࢧ
予
ࢉ

な
ど
を
審
ٞ
・
ঝ
認
し
た
。

種
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

活
動
方
਑
で
は
、
೩
料
Ձ

格
や
ݪ
材
料
Ձ
格
の
高
ಅ
、

人
手
不
଍
な
ど
厳
し
い
経
営

環
ڥ
が
続
く
中
、
ඪ
準
的
運

催
す
る
方
਑
。

交
ྲྀ
・
਌
ກ
事

業
で
は
、
本
部

と
ࢧ
部
の
֞
ࠜ

を
越
え
た
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
・

実
施
し
、
会
員

同
࢜
の
਌
ກ
を

ਂ
め
る
。ま
た
、

ଞ
団
体
と
の
交

ྲྀ
・
発
信
事
業

で
は
、
খ
ֶ
生

を
対
象
と
し
た

交
通
安
全
教
ࣨ

運
営
へ
の
協
ྗ

に
よ
り
、
஍
Ҭ

の
交
通
安
全
を

生
Ֆ
ଃ
ఄ
事
業
を
継
続
す
る

ほ
か
、
関
東
ϒ
ロ
ッ
ク
ঁ
性

協
ٞ
会
や
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
ঁ
性
部
会
の
活
動
を
通

い
さ
つ
し
た
。

今
年
度
事
業
計

画
は
、
年
間
統
一

ς
ー
マ
に「
大
義

名
分
」
を
掲
げ
、

ί
ロ
ナ
Ւ
以
߱
の

活
動
制
限
に
よ
っ

て
ఀ
଺
し
た
ロ
ジ

ݚ
の
ଘ
在
意
義
を

見
つ
め
直
し
、「
な

ͥ
活
動
す
る
の

か
」「
୭
の
た
め
に

Կ
を
す
る
の
か
」

と
い
う
ݪ
点
に
立

ち
ฦ
り
、
組
織
と

し
て
の
目
的
を
明

確
に
し
た
上
で
各

事
業
は「
ݚ
修
事
業
」「
交

ྲྀ
・
਌
ກ
事
業
」「
市
民
・
外

部
機
関・ଞ
団
体
と
の
交
・ྲྀ

発
信
」
を
ப
に
展
開
し
て
い

く
。
ݚ
修
事
業
で
は
、
次
ੈ

୅
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
見
識

や
気
概
を
਎
に
付
け
る
た

め
、
経
営
૚
向
け
ݚ
修
会
の

ほ
か
、
ੈ
の
中
の
動
向
や
࠷

新
情
੎
を
ֶ
Ϳ
ݚ
修
会
を
開

ͩ
。
ま
た
、
中
東
情
੎
の
Ө

ڹ
な
ど
に
よ
り
、
೩
料
を
は

じ
め
、
資
材
調
ୡ
を
巡
る
課

題
も
生
じ
て
い
る
。
こ
う
い

う
時
こ
ͦ
、
会
員
相
ޓ
で
情

報
を
共
有
し
、
ࢧ
え
合
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
ͩ
。
本
日

の
૯
会
が
、
ঁ
性
部
の
さ
ら

な
る
発
展
と
会
員
相
ޓ
の
交

ྲྀ
を
ਂ
め
る
有
意
義
な
機
会

と
な
る
こ
と
を
期
଴
す
る
」

と
ड़
べ
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

今
年
度
も
ロ
ジ
ス
ς
ィ
ク
ス

ݚ
ڀ
会
、
੨
年
部
と
連
携
し

て
、
会
員
に
と
っ
て
有
意
義

な
ݚ
修
会
を
開
催
し
、
不
安

を
ܰ
減
す
る
一
助
と
な
る
よ

う
౒
め
て
い
く
方
਑
。ま
た
、

交
通
Ҩ
ࣇ
と
ͦ
の
Ո
଒
を
対

象
と
し
た
ࢧ
ԉ
活
動
や
、
都

内
警
察
ॺ
と
の
意
見
交
׵
・

こ
の
１
年
間
の
活
動
を
ৼ
り

ฦ
り
、
ͦ
の
੒
Ռ
を
͝
報
告

す
る
場
に
し
た
い
。
円
׈
な

ٞ
事
進
行
に
͝
協
ྗ
い
た
ͩ

く
よ
う
お
ئ
い
す
る
」
と
あ

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
を
行
い
、
新
た
に
෱

ా
ॱ
一
本
部
௕
を
選
任
し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

物
ྲྀ
業
界
を
取
り
ר
く
環
ڥ

変
化
を
的
確
に
ଊ
え
、
ॊ
ೈ

か
つ
ਝ
速
に
対
応
し
て
い
く

ྗ
が
求
め
ら
れ
る
と
指
ఠ
。

会
員
相
ޓ
の
ݚ
ᮎ
と
情
報
共

有
を
通
じ
て
経
営
ྗ
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
ࢧ
部
の

࿮
を
௒
え
た
連
携
を
強
化

し
、
強
ݻ
な
ω
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
ங
に
౒
め
る
。

ऩ
ࢧ
予
ࢉ
に
つ
い
て
審
ٞ
・

ঝ
認
し
た
。
ま
た
、
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
を
行

い
、
ݪ
ྰ
ࢠ
本
部
௕
を
࠶
任

し
た
。

๯
頭
の
あ
い
さ
つ
で
ݪ
本

部
௕
は
、「
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
で
は
、ứ
２
０
２
４
年

໰
題
Ừ
以
߱
、
さ
ま
͟
ま
な

๏
改
正
へ
の
対
応
が
続
い
て

い
る
。
内
容
を
े
分
に
理
解

し
、
自
ࣾ
の
事
業
運
営
に
反

ө
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

東
ト
協
ঁ

性
部
は
、
６

月
５
日
、
東

ト
૯
合
会

ؗ
で
、
第
3�

回（
令
和
８

年
度
）
通
ৗ

૯
会
を
開
催

し
、
７
年
度

事
業
報
告
・

ऩ
ࢧ
ܾ
ࢉ

と
、
８
年
度

事
業
計
画
・

じ
て
、
ଞ
ݝ
ঁ
性

経
営
者
と
の
交
ྲྀ

を
ਂ
め
る
。
さ
ら

に
、
ݚ
修
会
や
ษ

強
会
、
外
部
と
の

意
見
交
׵
会
な
ど

を
通
じ
、
ঁ
性
の

活
༂
ଅ
進
に
も
取

り
組
む
。

な
お
、
組
織
体

制
強
化
の
た
め
規

໿
を
改
正
し
、
本

部
௕
୅
行
職
を
新

設
し
た
。
本
部
௕

を
ิ
ࠤ
す
る
新
設

の
本
部
௕
୅
行
に

は
、
٢
ా
ѥ
ل
ࢯ
を
選
任
。

あ
わ
せ
て
、
役
員
の
選
任
で

は
෭
本
部
௕
に
本
ా
ඒ
ஐ

୅
・
土
԰
明
ࢠ
の
྆
ࢯ
を
࠶

ϊ
ւ
ֶ
・
ఱ
໺
直
人
・
෢
ా

光
޺
・
൧
ా
修
一
・
指
࡚
޹

೭
・
相
川
޺
೭
・
෢
Ҫ
一
ݑ
・

前
ా
ܓ
次
࿠
・
দ
本
ӳ
޹
・

Ҵ
֞
و
ࢤ
・
໺
ࢁ
و
༟
・
村

ࢁ
ߒ
一
・
݁
৓
ݡ
進
・
ڮ
本

޾
明
・
Ҷ
ᖒ
উ
޺
・
ؠ
ా
康

ܒ
発
し
、
ଞ
業
界
੨
年
組

織
と
の
意
見
交
׵
や
交
ྲྀ

を
図
る
。

役
員
の
改
選
で
は
、
෱

ଠ
࿠
の
各
ࢯ
。
こ
の
ほ
か
、

װ
事
・
؂
事
を
選
任
し
、
新

体
制
が
発
଍
し
た
。

新
任
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
大
ౡ
本
部
௕
は「
ί
ロ
ナ

Ւ
以
߱
、
さ
ま
͟
ま
な
制
໿

を
受
け
、
以
前
の
よ
う
な
活

ᚸ
ా
ྒ
・
খ
川
ߒ
थ
・
ࢁ
本

大
知
・
大
୐
఩
໵
・
ࠤ
౻
จ

ฏ
・
種
村
୓
࿠
・
ദ
૔
ܙ
ଠ
・

Լ
川
फ
໵
・
出
ౡ
康
༎
・
৿

本
উ
ਔ
・
相
ָ
ढ़
ಙ
の
各
ࢯ

を
選
任
し
た
ほ
か
、
װ
事
・

؂
事
を
ͦ
れ
ͧ
れ
選
任
し
た
。

෱
ా
本
部
௕
は
ब
任
あ
い

さ
つ
で
、「
本
部
௕
と
し
て

の
੹
任
の
重
さ
を
ײ
じ
て
い

る
。
੨
年
部
を
ங
き
上
げ
て

き
た
先
ഐ
方
へ
の
ײ
ँ
を
๨

れ
ず
、
２
年
間
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。ứ
ί
ω
ク
ト
੨

年
部
Ừ
を
掲
げ
、
本
部
の
活

動
を
よ
り
਎
近
に
ײ
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
本
部
と
ࢧ
部

の
つ
な
が
り
を
重
視
し
て
い

き
た
い
」と
展
๬
を
ޠ
っ
た
。

発
な
活
動
が
難
し
い
状
گ
も

あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
も

う
一
度
、
積
ۃ
的
に
活
動
で

き
る
組
織
へ
と
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
๊
ෛ
を
ड़
べ

た
。

௞
を
踏
ま
え
た
適
正
ݪ
Ձ
の

導
入
や
、
σ
ジ
タ
ル
ٕ
ज़
の

活
用
な
ど
業
界
を
取
り
ר
く

環
ڥ
変
化
を
踏
ま
え
、
関
係

団
体
や
行
੓
機
関
へ
の
提
ݴ

活
動
を
継
続
す
る
と
し
た
。

۩
体
的
に
は
ݚ、
修
会
や
、

関
係
行
੓
機
関
と
の
情
報
交

׵
、
物
ྲྀ
੓
策
に
関
す
る
ษ

強
会
の
開
催
を
は
じ
め
、
本

部
連
絡
会
に
よ
る
東
ト
協
本

部
と
の
連
携
強
化
、
国
内
外

の
物
ྲྀ
施
設
の
視
察
な
ど
を

計
画
。
ま
た
、「
Թ
故
૑
新

セ
ミ
ナ
ー
」
や
ւ
外
交
ྲྀ
事

業
ࡾ、
組
織
合
同
セ
ミ
ナ
ー・

交
ྲྀ
会
な
ど
も
展
開
す
る
。

役
員
改
選
で
は
、
大
ౡ
本

部
௕
を
は
じ
め
、
෭
本
部
௕

18
ࢯ
を
選
任
。
෭
本
部
௕
は

ా
中
ल
明
・
ּ
ݪ
࢙
ٱ
・
ௗ

ా
本
部
௕
を
は
じ
め
、
෭
本

部
௕
に
ೆ
Ӣ
ݠ
ଠ
࿠
・
ງ
ஐ

一
・
大
௩
ز
෉
・
ੴ
ݪ
一
੒
・

੨
༄
و
࢙
・
本
ڮ
ܚ
ଠ
࿠
・

任
す
る
と
と
も
に
、
指
࡚
๛

ඒ
・
重
౻
理
ཬ
・
増
ᔹ
ܙ
ࢠ

の
３
ࢯ
を
新
た
に
選
任
し
、

新
体
制
が
発
଍
し
た
。

大島本部長

福田本部長

吉田本部長代行

原本部長

８ 年 度
通常総会

８ 年 度
通常総会

８
年
度

通
常
総
会

ʮίωΫτ੨೥෦ʯͰ׆ಈをల։

ຊ෦௕୅ࢯ٢ాʹߦΛબ೚

ủ
େ
ٛ
໊
෼
Ứܝ
͛

ݪ
఺
ʹ
ฦ
Δ
׆
動
を

ঁ
ੑ
׆
༂
ଅ
ਐ
΁
ࣄ
ۀ
展
開

ຊ
෦
௕
ʹ
େ
ౡ
ࢯ
を
બ
೚

೚࠶ຊ෦௕をݪ

ຊ
෦
௕
ʹ
෱
ా
ࢯ
を
બ
೚

౦
τ
ڠ
ロ
ジ
研

౦
τ
ڠ
女
性
部

౦
τ
ڠ
青
年
部
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（
５
月
18
日
、
東
ト
総
合
会

館
・
三
村
文
雄
部
会
長
）

荷
主
と
連
携
し
安
全
対
策

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
情
報
共
有

令
和
７
年
度
事
業
報
告
・

ऩ
ࢧ
ܾ
ࢉ
と
８
年
度
事
業
計

画
・
ऩ
ࢧ
予
ࢉ
に
つ
い
て
、

審
ٞ
・
ঝ
認
し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

物
ྲྀ
ί
ス
ト
に
見
合
っ
た
適

正
な
運
௞
と
料
ۚ
の
ऩ
受

や
、
働
き
方
改
ֵ
に
よ
る
労

働
時
間
୹
ॖ
な
ど
の
ॾ
課
題

ࠀ
෰
に
向
け
、
部
会
員
間
や

荷
主
業
界
と
の
情
報
共
有
・

意
見
交
׵
を
通
じ
て
、
状
گ

の
改
ળ
を
図
る
。あ
わ
せ
て
、

全
ト
協
మ
߯
部
会
と
連
携
し

て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、

業
界
と
荷
主
業
界
が
安
全
対

策
に
関
す
る
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
事
故
防
止
に
౒

め
る
。

こ
の
ほ
か
、
役
員
の
一
部

改
選
を
ঝ
認
し
た
。
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（
５
月
22
日
、内
宮
昌
利
部
会

長
）

特
車
制
度
条
件
緩
和
を
要
望

各
部
会
連
携
で
実
現
目
指
す

令
和
７
年
度
事
業
報
告
・

ऩ
ࢧ
ܾ
ࢉ
と
、８
年
度
事
業

計
画
・
ऩ
ࢧ
予
ࢉ
に
つ
い
て

審
ٞ
・
ঝ
認
し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

全
ト
協
重
ྔ
、మ
߯
、మ
ࠎ
・

ڮ
ྊ
各
部
会
や
関
東
・
ߕ
信

越
重
ྔ
部
会
と
ີ
઀
に
連
携

し
つ
つ
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
特
घ
車
྆
通
行
時
間
ଳ
৚

件
の
緩
和
や
、
༠
導
車
の
配

置
৚
件
の
見
直
し
、
特
車
通

行
ڐ
可
ൣ
ғ（
ੇ
๏
・
重
ྔ
・

車
種
）の
可
ೳ
な
限
り
の
࠷

大
化
な
ど
、
要
๬
実
現
を
࠷

優
先
課
題
と
し
て
い
く
方
਑
。

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
、
令
和
８
年
度
の
優
ल
運

転
者
ݦ
ষ
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
東
ト
協
で
は
、

各
会
員
事
業
所
の
ݦ
ষ
基
準

に
֘
当
す
る
ީ
ิ
者
に
つ
い

て
、
各
ࢧ
部
を
通
じ
て
７
月

31
日
ま
で
に
本
部
で
推
ન
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ở
顕
章
の
基
準
Ỡ

ᾇ
東
ト
協
会
員
の
事
業
所
で

現
在
運
転
者
と
し
て
ۈ
務
し

て
い
る
者
で
、
か
つ
運
転
者

で
あ
っ
た
期
間
が
通
ࢉ
し

て
①
満
20
年
以
上（
ۚ
े
ࣈ

ষ
）、②
満
10
年
以
上（
ۜ
े

ࣈ
ষ
）で
、こ
の
間
無
事
故
・

一
部
判
断
基
準
が
変
更
さ
れ

た
。ά

ル
ー
プ
３
㿌
ᾊ「
ド
ラ

イ
ό
ー
時
間
外
労
働
時
間
୹

ॖ
の
取
組
の
状
گ
」（
配
点
２

点
ま
た
は
１
点
）で
は
、
２

０
２
６
年
７
月
１
日
時
点
で

有
効
な
3�
協
定
ಧ
に
お
い

て
、
１
年
間
の
時
間
外
労
働

時
間
数
が
８
８
０
時
間
以
Լ

で
あ
る
ಧ
出
が
確
認
で
き
る

場
合
に
２
点
を
付
༩
す
る
。

さ
ら
に
、
１
年
間
の
時
間

外
労
働
時
間
数
が
前
回
ಧ
出

の
時
間
数
を
Լ
回
っ
て
い
る

場
合
に
は
、
１
点
を
付
༩
す

る
。
こ
の
場
合
、
前
回
ಧ
出

は
２
０
２
５
年
７
月
１
日
を

ؚ
む
3�
協
定
ಧ
が
対
象
と
な

り
、
直
近
ಧ
出
と
あ
わ
せ
て

２
回
分
が
必
要
と
な
る
。
な

お
、
3�
協
定
ಧ
は
労
働
基
準

؂
ಜ
ॺ
に
提
出
ࡁ
み
で
、
受

付
印
の
ԡ
印
が
必
要
と
な
る
。

シ
ス
ς
ム
で
の
申
請
書
作

ହ
人
۠
௕
に
目
࿥
を
手
౉

し
た（
写
真
は
ࢁ
本
۠
長

に
໨
࿥
を
ख
౉
͢
ਫ
໺
੨

೥
部
長
᷀
）。

同
ࢧ
部
੨
年
部
は
、
東

京
都
ト
ラ
ッ
ク
交
通
Ҩ
ࣇ

౳
助
੒
ࡒ
団
や
、
ॳ
୅
ࢧ

部
௕
の
ླ
໦
ݩ
ಙ
ࢯ
が
૑

設
し
た
ླ
໦
助
੒
事
業
ࡒ

団
の
ࣾ
会
ߩ
ݙ
活
動
の
一

環
と
し
て
、
毎
年
、
中
央
۠

教
育
ҕ
員
会
を
通
じ
、
۠
内

খ
ֶ
ߍ
の
新

１
年
生
全
員

に
交
通
安
全

ܒ
発
ά
ッ
ζ

を
د
ଃ
し
て

い
る
。

د
ଃ
し
た

反
ࣹ
材
タ
ッ

ク
ル
ό
ン
ド

無
ҧ
反
の
者

ᾈ
無
事
故
・
無
ҧ

反
と
は
、
次
に
定

め
る
者
以
外

①
人
਎
に
係
わ
る
事
故
を

ى
こ
し
た
者
、
②
物
ଛ
事
故

で
ଛ
害
ֹ
１
万
円
を
௒
え
る

事
故
を
ى
こ
し
た
者
、
③
事

故
ま
た
は
ҧ
反
に
よ
り
േ
ۚ

以
上
の
ܐ
に
処
せ
ら
れ
た
者

（
反
ଇ
ۚ
の
ೲ
付
が
必
要
な

ܰ
ඍ
な
ҧ
反
は
無
ҧ
反
と
す

る
）

ᾉ
無
事
故
・
無
ҧ
反
の
期
間

は
、８
年
５
月
31
日
を
基
準

日
と
し
て
さ
か
の
΅
っ
て
ࢉ

出
˞
必
ず
し
も
ۜ
े
ࣈ
ষ
か

ら
申
請
す
る
必
要
は
な
く
、

基
準
に
応
じ
た
種
類
の
ষ
を

推
ન
し
て
く
ͩ
さ
い

˞
ط
に
ݦ
ষ
を
受
け
て
い

る
者
は
、
࠶
び
同
種
の
ষ
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
た

め
、
重
ෳ
し
て
推
ન
し
な
い

よ
う
に
し
て
く
ͩ
さ
い

な
お
、
過
去
の
受
ষ
に
つ

い
て
は
、
備
ߟ
ཝ
に
明
ه
す

る（
例
ʗ
˓
˓
年
˖
ষ
受
ষ
）

ở
提
出
書
類
Ỡ

推
ન
書（
̖
４
判
）１
部

（
様
ࣜ
は
東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が

可
ೳ
）。
事
業
所
別
に
ま
と

め
て
作
੒
し
て
く
ͩ
さ
い

ở
問
い
合
わ
せ
先
Ỡ

東
ト
協
各
ࢧ
部
ま
た
は
本

部
૯
務
部
૯
務
・
ࢧ
部
ࢧ
ԉ

Ｇ（
ὸ
03
・
３
３
５
̕
・
６

２
５
２
）

ở
提
出
先
Ỡ

東
ト
協
各
ࢧ
部

東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
協
会
は
５

月
21
・
22
日
の

྆
日
、
東
ト
૯

合
会
ؗ
で
２
０

２
６
年
度
貨
物

自
動
車
運
送
事

業
安
全
性
ධ
Ձ

事
業（
Ｇ
マ
ー

ク
制
度
）の
申

請
説
明
会
を
開

催
し
、
同
29
日

に
は
ࡾ
多
ຎ
自
動
車
会
ؗ
で

多
ຎ
ࢧ
部
会
員
を
対
象
と
し

た
説
明
会
を
行
っ
た
。

21
日
の
本
部
会
場
で
は
、

新
規
申
請
と
更
新
申
請（
ॳ

回
〜
６
回
目
更
新
）の
事
業

所
を
対
象
に
、
２
０
２
３
年

度
か
ら
導
入
さ
れ
た
申
請
方

๏
の
変
更
点
を
中
心
に
説
明
。

申
請
は「
̬
̴
̱
申
請
シ

ス
ς
ム（
以
Լ
、
シ
ス

ς
ム
）」
を
ར
用
し
て

全
ト
協
は
、
令
和

８
年
度「
経
営
診
断・

経
営
改
ળ
ࢧ
ԉ
・
運

௞
交
ব
ࢧ
ԉ
事
業
」

を
実
施
し
て
い
る
。

中
খ
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
の
経
営
課
題

の
೺
Ѳ
か
ら
改
ળ
、

さ
ら
に
は
適
正
運

௞
・
料
ۚ
の
設
定
お

よ
び
取
引
先
と
の
交

ব
ま
で
を
一
体
的
に

ࢧ
ԉ
す
る
も
の
。
実

施
期
間
は
̕
年
２
月

28
日
ま
で
。
予
ࢉ
ֹ

は
２
１
０
０
万
円
。

全
ト
協
は
、
令
和
８
年
度

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
導
入

ଅ
進
ࢧ
ԉ
事

業
」
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ

に
伴
い
、
東
ト

協
は
取
り
次
͗

事
業
と
し
て
、

申
請
受
付
を
行

っ
て
い
る
。

同
事
業
は
ए

年
労
働
者
の
確

各
都
ಓ
෎
ݝ
ト
ラ
ッ
ク
協
会

を
通
じ
て
、
申
し
ࠐ
み
の
受

付
を
行
う
。

本
事
業
は
、
次
の
３
つ
の

保
対
策
の
一
環
と
し
て
、
ए

手
人
材
を
効
Ռ
的
に
࠾
用
す

る
目
的
で
行
っ
て
い
る
も

の
。
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）の「
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
ઐ
用
サ
イ
ト
」経
༝
で
、

高
౳
ֶ
ߍ
以
上
の
教
育
機
関

か
ら
３
日
間
以
上
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
た

中
খ
事
業
者
に
対
し
、
අ
用

の
一
部
を
助
੒
す
る
。

۩
体
的
に
は
次
の
通
り
。

イ
ン
タ
ー
ω
ッ
ト
上
で
行
う

た
め
、
新
規
・
更
新
申
請
に

お
け
る
申
請
書
の
作
੒
方
๏

や
提
出
資
料
に
つ
い
て
解
説

し
た
。
新
規
申
請
お
よ
び
更

新
̖
・
̘
方
ࣜ
で
は
、
シ
ス

ς
ム
へ
の
ొ
࿥
後
も
、
ධ
Ձ

の
ొ
࿥
の
み
で
申
請
手
続
き

が
完
了
す
る
。
申
請
Ϙ
タ
ン

の
ク
リ
ッ
ク
後
に
受
付
完
了

ϝ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
る
が
、

送
信
ま
で
数
日
を
要
す
る
場

合
が
あ
る
。

ま
た
、今
年
度
申
請
で
は
、

ධ
Ձ
項
目
ᶙ
⁒「
安
全
性
に

対
す
る
取
組
の
積
ۃ
性
」
の

東
ト
協
中
央
ࢧ
部（
Ӊ
໺

੓
༤
ࢧ
部
௕
）
੨
年
部（
水

໺
ܓ
部
௕
）は
５
月
28
日
、

中
央
۠
内
17
ߍ
の
খ
ֶ
ߍ
に

在
籍
す
る
新
１
年
生
に
対

し
、
交
通
安
全
ά
ッ
ζ
の
反

ࣹ
材
タ
ッ
ク
ル
ό
ン
ド
１
７

０
０
本
を
د
ଃ
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
同
日
、
中
央
۠
役
所

庁
ٞ
ࣨ
で
ଃ
ఄ
ࣜ
が
行
わ

れ
、
水
໺
੨
年
部
௕
が
ࢁ
本

ス
ς
ッ
プ
で
ࢧ
ԉ
す
る
。

①
ス
ς
ッ
プ
１「
経
営
診

断
」
ử
අ
用
1�
万
円
ʗ
助
੒

８
万
円（
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
者

は
10
万
円
）。
自
ݾ
診
断
や

ઐ
໳
診
断
࢜
に
よ
る
ࡒ
務
診

断
、
現
஍
調
査
を
通
じ
て
経

営
状
گ
を
೺
Ѳ
し
、
報
告
書

を
作
੒
す
る
。

②
ス
ς
ッ
プ
２「
経
営
改

ળ
ࢧ
ԉ
」
ử
අ
用
15
万
円
ʗ

助
੒
12
万
円（
Ｇ
マ
ー
ク
事

業
者
は
13
万
円
）。
診
断
݁

Ռ
を
踏
ま
え
、
۩
体
的
な
改

ળ
策
の
助
ݴ
・
相
ஊ
対
応
を

行
う
。

③
ス
ς
ッ
プ
３「
運
௞
交

ব
ࢧ
ԉ
」
ử
අ
用
１
日
当
た

り
12
万
円
、
࠷
大
４
日
で
48

万
円
ʗ
助
੒
１
日
当
た
り
８

ở
助
成
対
象
Ỡ

都
ಓ
෎
ݝ
ト
ラ
ッ
ク
協

会
に
所
ଐ
す
る
中
খ
企
業

者（
資
本
ۚ
３
ԯ
円
以
Լ
ま

た
は
ै
業
員
数
３
０
０
人
以

Լ
）。
申
請
は
、
都
ಓ
෎
ݝ

ト
協
͝
と
に
１
事
業
者
１
回

に
限
る

ở
助
成
額
Ỡ

受
け
入
れ
人
数
に
か
か

わ
ら
ず
、
受
け
入
れ
期
間
３

日
間
が
̕
万
円
、
同
４
日
間

が
11
万

円
、
同

５
日
間
以
上
が
13
万
円

ở
実
施
期
間
Ỡ

̕
年
２
月
28
日
ま
で（
予

ࢉ
ֹ
１
５
０
０
万
円
に
ୡ
し

次
第
、受
付
ऴ
了
）

ở
助
成
要
件
Ỡ

①
受
け
入
れ
期
間
が
３
日

間
以
上
、
か
つ
実
施
時
間
が

１
日
６
時
間
以
上

②
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の

理
解
を
ਂ
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
プ
ロ
ά
ラ
ム
で
、
次

万
円
、
࠷
大
４
日
で
32
万
円

（
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
者
は
１
日

当
た
り
̕
万
円
、
࠷
大
４
日

で
3�
万
円
）。
ݪ
Ձ
計
ࢉ
や

運
௞
設
定
に
加
え
、
交
ব
準

備
、
交
ব
へ
の
同
席
・
資
料

説
明
な
ど
を
通
じ
て
、
࠷
大

４
日
間
に
わ
た
り
運
௞
の
設

定
お
よ
び
交
ব
を
ࢧ
ԉ
す
る

（
අ
用
は
全
て
੫
ൈ
）。

˞
①
〜
③
の
各
ス
ς
ッ
プ

で
診
断
࢜
の
ཱྀ
අ
交
通
අ
と

し
て
、５
万
円
を
上
限
に
助

੒
す
る

詳
細
は
、
全
ト
協
ま
た
は

東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
。▽

申
請
・
໰
い
合
わ
せ
先

ử
東
ト
協
૯
務
部
޿
報
・
情

報
Ｇ（
ὸ
03
・
３
３
５
̕
・

４
１
３
４
）

の
内
容
を
ؚ
む
も
の

▽
点
ݺ
や
日
ৗ
点
検
な
ど

安
全
運
行
に
向
け
た
取
り
組

み
の
見
ֶ
な
ど

▽
৐
務
体
）ݧ
ֶ
ߍ
側
か

ら
の
要
請
も
し
く
は
ࣾ
内
規

定
で
৐
務
体
ݧ
を
ؚ
ま
な
い

場
合
を
除
く
）

詳
細
は
、
全
ト
協
Ｈ
Ｐ
ま

た
は
東
ト
協
Ｈ
Ｐ
を
参
照
。

▽
申
請
・
໰
い
合
わ
せ
先

ử
東
ト
協
૯
務
部
޿
報
・
情

報
Ｇ（
ὸ
03
・
３
３
５
̕
・

４
１
３
４
）

੒
は
ط
に
可
ೳ
で
、
申
請
受

付
期
間
は
７
月
１
日
か
ら
14

日
ま
で
。
ڍ
ূ
資
料
の
提
出

は
、
自
動
車
や
自
転
車
の
ラ

イ
ト
に
反
ࣹ
し
、
ࣇ
ಐ
が
࿹

や
カ
ό
ン
に
装
着
す
る
こ
と

で
視
認
性
を
高
め
る
も
の
。

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
、
内

ଂ
̡
̚
̙
が
発
光（
ৗ
灯
・

点
໓
）し
、
༦
฻
れ
時
や
໷

間
の
安
全
確
保
に
役
立
つ
。

ό
ン
ド
に
は「
東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
協
会
中
央
ࢧ
部
੨
年

部
」
と
、
東
ト
協
・
警
視
庁

交
通
部
に
よ
る
交
通
安
全
活

動「
い
っ
し
Ỷ
に
安
全
！
」

の
ロ
ΰ
が
印
࡮
さ
れ
、
྘
ナ

ン
ό
ー
ト
ラ
ッ
ク
と
ϐ
ー
ϙ

く
ん
の
イ
ラ
ス
ト
が
あ
し
ら

わ
れ
て
い
る
。

同
ό
ン
ド
の
د
ଃ
は
、
今

年
で
８
年
連
続
で
、
۠
内
の

全
খ
ֶ
生
が
手
に
し
て
お

り
、
交
通
安
全
の
シ
ン
Ϙ
ル

と
し
て
޿
く
活
用
さ
れ
て
い

る
。ଃ

ఄ
ࣜ
で
は
、
ࢁ
本
۠
௕

が
同
ࢧ
部
੨
年
部
に
よ
る
௕

年
の
活
動
を
高
く
ධ
Ձ
。
新

入
ֶ
ࣇ
ಐ
が
増
加
傾
向
に
あ

る
۠
の
状
گ
を
踏
ま
え
、
ࣾ

会
全
体
で
交
通
安
全
を
実
現

し
て
い
く
た
め
、
引
き
続
き

協
ྗ
を
求
め
た
。

同
日
は
、
同
۠
教
育
ҕ
員

会
の
ฏ
ྛ
࣏
थ
教
育
௕
、
ѳ

ඒ
఩
෉
ݩ
教
育
ҕ
員
、
๺
ᖒ

ઍ
ܙ
ࢠ
事
務
局
次
௕
、
ਗ਼
水

ਅ
ل
同
局
ֶ
務
課
௕
が
出

席
。
中
央
ࢧ
部
か
ら
は
Ӊ
໺

ࢧ
部
௕
の
ほ
か
、
水
໺
੨
年

部
௕
、
ѳ
ඒ
明
఩
・
୥
大
ี

྆
੨
年
部
װ
事
が
同
席
し
た
。

も
窓
口
・
郵
送
と
も
に
７
月

14
日
ま
で（
必
着
）。

項
目
ᶙ
⁒「
安
全
性
に

対
す
る
取
組
の
積
ۃ

性
」
に
関
す
る
ڍ
ূ
資

料
の
提
出
が
必
要
と
な

る
。
こ
の
た
め
、
申
請

事
業
所
は
東
ト
協
窓
口

へ
࣋
参
、
ま
た
は
郵
送

で
提
出
す
る
。
東
ト
協

で
は
、
受
付
期
間
ऴ
了

間
ࡍ
は
、
窓
口
の
混
雑

が
予
૝
さ
れ
る
と
し

て
、
ૣ
め
の
提
出
を
ݺ

び
か
け
て
い
る
。

一
方
、
更
新
̗
・
̚

方
ࣜ
は
、
シ
ス
ς
ム
へ

൓ࣹࡐλοΫϧόϯυ

࠷
େ
̐
日
間
ͷ
ಉ
੮
ର
Ԡ
΋
࣮
ࢪ

एखਓ࠾ࡐ༻ɾ֬อ΁
ड͚ೖΕऀۀࣄʹॿ੒

ۀࣄԉࢧӦ਍அɾվળɾӡ௞ަবܦ

Π
ϯ
λ
ồ
ϯ
γ
ỽ
ϓ
ಋ
ೖ
ଅ
ਐ
ࢧ
ԉ
事
業

全ト協
８年度

શ
τ
ڠ

̔
೥
౓

優
秀
運
転
者
顕
章

候
補
者
の
推
薦
を

全ト協

東
ト
協
で
申
請
受
付

７
月
１
日
申
請
ड
෇
開
࢝

早
め
の
準
備
を
呼
び
か
け
る

౦ ト 協
２０２６年度 Ｇマーク申請説明会

൓ࣹࡐλοΫϧόϯυ
۠಺খ৽̍ ೥ੜʹدଃ

౦ト協 中央支部青年部
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東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
は
５
月
31

日
、
෎
中
市
の
警

視
庁
෎
中
運
転
໔

ڐ
ࢼ
ݧ
場
で
、
令

和
８
年
度
第
47
回

「
東
ト
協
ド
ラ
イ

ό
ー
・
ί
ン
ς
ス

ト
」
の
実
Պ
ڝ
ٕ

を
実
施
し
た
。

実
施
要
ߝ
で

は
、
実
Պ
ڝ
ٕ
の

出
場
者
は
ֶ
Պ
ڝ

ٕ
の
੒
੷
上
位
者

と
し
て
い
る
が
、

今
大
会
で
は
出
場

ࣙ
退
者
を
除
く
ֶ

Պ
ڝ
ٕ
参
加
者
32

人
が
出
場
し
た

（
ผ
ܝ
に
出
৔
選

ख
Ұ
ཡ
）。
選
手

開
会
ࣜ
で
は
、
ド
ラ
イ
ό

ー
・
ί
ン
ς
ス
ト
実
行
ҕ
員

௕（
運
輸
安
全
ҕ
員
௕
）の

৿
本
উ
໵
෭
会
௕
が
、「
ド

ラ
ί
ン
の
目
的
で
あ
る
安
全

運
転
を
は
じ
め
、
ٕ
ೳ
や
知

識
の
向
上
、
都
民
か
ら
信
པ

さ
れ
る
プ
ロ
ド
ラ
イ
ό
ー
と

し
て
の
意
識
高
揚
を
図
る
た

め
、
ֶ
Պ
ڝ
ٕ
参
加
者
全
員

に
実
Պ
ڝ
ٕ
へ
௅
ઓ
し
て
も

ら
う
。
プ
ロ
ド
ラ
イ
ό
ー
の

௖
点
を
目
指
し
、
ϋ
イ
レ
ベ

ル
な
ڝ
ٕ
と
な
る
こ
と
を
期

଴
し
て
い
る
」と
あ
い
さ
つ
。

続
け
て
、「
大
会
の
開
催
を

通
じ
て
、
東
ト
協
３
０
０
０

会
員
事
業
者
の
ド
ラ
イ
ό
ー

の
安
全
レ
ベ
ル
向
上
や
、
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
ࣾ
会
的

஍
位
向
上
に
つ
な
げ
た
い
」

と
ड़
べ
、
࣋
て
る
ೳ
ྗ
を
࠷

大
限
発
ش
し
、
޷
੒
੷
を
目

指
す
よ
う
選
手
を
ܹ
ྭ
し
た

（
写
真
ࠨ
্
）。

開
会
ࣜ
に
は
、中
村
ࠀ
හ・

໺
ࢁ
و
༟
྆
ҕ
員
、
ࢁ
㟒
正

ઐ
務
理
事
、
警
視
庁
交
通
部

交
通
૯
務
課
の
຤
次
޺
明
交

通
安
全
組
織
係
௕
、
෎
中
運

転
໔
ڐ
ࢼ
ݧ
場
ٕ
ೳ
ࢼ
ݧ
課

の
ڮ
本
ൣ
一
ٕ
ೳ
ࢼ
ݧ
係
௕

が
出
席
し
た
。

一
ൠ
部
໳（
２
Ἁ
・
４
Ἁ
・

11
Ἁ
）の
実
Պ
ڝ
ٕ
で
は
、

運
転
ૢ
作
や
๏
規
ཤ
行
、
ί

ー
ス
走
行
、
運
転
態
度
な
ど

に
つ
い
て
、
ࢼ
ݧ
場
の
ٕ
ೳ

ࢼ
ݧ
׭
が
同
৐
し
、
満
点
６

０
０
点
か
ら
の
減
点
方
ࣜ
で

࠾
点
を
行
っ
た
。
ま
た
、
ト

レ
ー
ラ
部
໳
の
選
手
は
、
あ

い
࿏
走
行
や
ス
ラ
ロ
ー
ム
走

行
、
車
ݿ
入
れ
の
課
題
に
௅

む
た
め
、
開
会
ࣜ
に
先
立
っ

て
ڝ
ٕ
に
ྟ
ん
ͩ
。

東
京
ナ
ン
ό
ー
ワ
ン
プ
ロ

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
ό
ー
は
、

ֶ
Պ
ڝ
（ٕ
４
０
０
点
満
点
）

と
実
Պ
ڝ
（ٕ
６
０
０
点
満

点
）の
合
計
に
よ
る
૯
合
੒

੷
で
ܾ
定
し
、６
月
８
日
の

表
জ
ࣜ
で
上
位
入
৆
者
と
と

も
に
発
表
す
る（
࣍
号
ܝ
ࡌ

༧
ఆ
）。

た
ち
は
、
日
ৗ
業
務
で
ഓ
っ

た
交
通
๏
規
に
関
す
る
知
識

や
運
転
ٕ
ೳ
を
ڝ
い
、
Ո
଒

や
会
ࣾ
の
同
྅
・
上
࢘
な
ど

多
く
の
؍
٬
の
前
で
、
プ
ロ

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
ό
ー
と
し

て
の
運
転
ٕ
ज़
を
൸
࿐
し
た
。

૸࿏ʹ௅Ή�τϯंࣈ̨

ελʔτ஍఺΁͔޲ �͏�τϯंʹଟ ͷ͘੠ԉ

τϨʔϥ෦໳Ͱ͸ंݿೖΕʹ௅ઓ

ग़ൃલ఺ݕΛ͢Δ�τϯ෦໳બख

実科競技の出場選手
部 門
ゼッケン 選手氏名 所属事業所名 支 部

２トϯ
２ô̍ ۙ౻ɹ�ٛҰ +3౦೔ຊڥ؀ΞΫηε଍ཱۀࣄڥ؀ॴ ଍ ཱ
２ô２ ૔ɹ�େհڮ Ξαώϩδ੢ଟຎग़ுॴ ߓ
２ô̏ ੺ࡔɹ�༏ك +3౦೔ຊڥ؀ΞΫηε଍ཱۀࣄڥ؀ॴ ଍ ཱ
２ô̐ ҏ౻ɹ�େو ೔ຊۭߓϩδςϜฏ࿨ౡӦۀॴ େ ా
２ô̑ ࿨ాɹߊ�Ұ ଟຎӡૹຊࣾ ଟ ຎ
２ô６ ӏ઒ɹ�ਅथ Ξαώϩδฏ࿨ౡࢧళ ߓ
２ô̓ ૲ౡɹ�େ஍ ϋφϫトϥϯεϙʔトट౎ݍΤϦΞۀࣄ෦ɾ౦ژӦۀॴ த ԝ
２ô８ খྛɹ�༏ଠ ϋφϫトϥϯεϙʔトट౎ݍΤϦΞۀࣄ෦ɾ౦ژӦۀॴ த ԝ
２ô̕ ৿ɹ�ɹ৴ೋ ଟຎӡૹຊࣾ ଟ ຎ
�トϯ
̐ô̍ ૔࣋ɹ�࿨ق ೔ຊ௨ӡ౦ࢧژళϩδεςΟΫεΦϖϨʔγϣϯ෦༌ૹ՝ʢฏҪʣ ߓ
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過去の問題の解説と
実践模擬問題

株式会社 輸送文研社〈柏林書房〉
TEL 03-3861-0291　FAX 03-3861-0295

定価  2,970 円（税込）

【貨物編】

●出題範囲の要点を法令ごとに収録
●過去の試験問題100問を徹底解説
●30問の実践模擬問題付

運行管理者試験テキスト

近
年
、
死

亡
災
害
は
減

少
傾
向
に
あ
る
一
方
、
休
業

４
日
以
上
の
死
傷
災
害
は
増

加
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
４
年
目
と
な
る
第

14
次
労
働
災
害
防
止
計
画
に

基
づ
き
、
労
使
一
丸
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

陸
上
貨
物
運
送
事
業
に
お
い

て
、
継
続
的
に
実
施
す
べ
き

陸
上
貨
物
運
送
事
業
労

働
災
害
防
止
協
会（
陸
災
防
）

は
、７
月
１
日
か
ら
31
日
ま

で
の
１
か
月
間
、
令
和
８
年

度「
夏
期
労
働
災
害
防
止
強

調
運
動
」
を
実
施

す
る
。
今
年
度
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
荷
主
と
共
有
現

場
の
リ
ス
ク
繋

ぐ
連
携
無
事
故

の
環
」
で
、
熱
中

症
対
策
の
徹
底
を

は
じ
め
、
荷
役
災

害
や
交
通
労
働
災

害
の
防
止
に
重
点

的
に
取
り
組
む
。

陸
災
防
に
よ
る

厚
生
労
働
省
と

中
央
労
働
災
害
防

止
協
会
の
主
唱
に

よ
り
、
７
月
１
日

か
ら
７
日
ま
で
の

１
週
間
、
令
和
８

年
度「
全
国
安
全
週
間
」
が

実
施
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
産
業
界
に
お
け

る
自
主
的
な
労
働
災
害
防
止

活
動
の
推
進
と
、
安
全
意
識

の
高
揚
、
安
全
活
動
の
定
着

を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
。
こ
れ
に
先
立
ち
、

６
月
１
日
〜
30
日
を
準
備
期

間
と
し
て
、
各
職
場
に
お
け

る
巡
視
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
掲

示
、
労
働
安
全
に
関
す
る
講

習
会
の
開
催
な
ど
各
種
取
り

組
み
を
進
め
る
。

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
多
様
な
人
材

全
員
参
加

み
ん
な
で
育
て
る
安
全
職

場
」。

事
項
は
次
の
通
り
。

荷
台
な
ど
か
ら
の
墜
落
・

転
落
防
止
対
策
、
保
護
帽
の

着
用
、
▽
荷
主
な
ど
の
管
理

施
設
に
お
け
る
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
整
備
、
床
の
凹
凸

の
解
消
、
照
度
の
確
保
、
混

雑
の
緩
和
な
ど
、
荷
役
作
業

の
安
全
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
く
措
置
の
推
進
、
▽

積
み
卸
し
に
配
慮
し
た
積
み

付
け
な
ど
に
よ
る
荷
崩
れ
防

止
対
策
の
実
施
、
▽
歩
行
者

立
入
禁
止
エ
リ
ア
の
設
定
な

ど
に
よ
る
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

使
用
時
の
労
災
防
止
対
策
の

実
施
、
▽
ト
ラ
ッ
ク
の
逸
走

防
止
措
置
の
実
施
、
▽
ト
ラ

ッ
ク
後
退
時
の
後
方
確
認
、

立
入
制
限
の
実
施

と
、８
年
１
〜
３
月
の
速
報

値
で
は
、
死
亡
者
数
は
13
人

と
前
年
同
期
比
で
大
幅
に
減

少
し
た
一
方
、
死
傷
者
数
は

３
０
１
６
人
と
増
加
。墜
落・

転
落
、
転
倒
災
害
が
依
然
と

し
て
多
く
、
動
作
の
反
動
・

無
理
な
動
作
に
よ
る
災
害
も

急
増
し
て
い
る
。

ま
た
、
運
送
業
に
お
け
る

熱
中
症
に
よ
る
労
働
災
害

は
、７
年
速
報
値
で
死
傷
者

数
２
７
２
人
と
増
加
が
続
い

て
お
り
、
喫
緊
の
課
題
と
位

置
付
け
る
。
こ
の
た
め
、
厚

労
省
の「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中

症
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」を
踏
ま
え
、「
陸
運
業

の
た
め
の
熱
中
症
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の

周
知
や
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活

用
し
た
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開

催
す
る
ほ
か
、
緊
急
連
絡
先

カ
ー
ド
の
携
行
推
進
な
ど
を

通
じ
、対
策
の
強
化
を
図
る
。

さ
ら
に
、
荷
役
作
業
時
の

墜
落
・
転
落
防
止
に
向
け
た

「
荷
役
作
業
の
安
全
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
徹
底
、
交

通
労
働
災
害
防
止
に
向
け
た

担
当
管
理
者
の
教
育
、
高
年

齢
者
の
労
災
防
止
対
策
、
安

全
衛
生
推
進
者
の
選
任
率
向

上
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
も

重
点
項
目
に
掲
げ
た
。

会
員
事
業
場
の
実
施
事
項

と
し
て
、
経
営
ト
ッ
プ
が
労

働
災
害
防
止
へ
の
所
信
を
明

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
、
２
０
２
６
年
度「
引
越

事
業
者
優
良
認
定
制
度（
引

越
安
心
マ
ー
ク
）」
に
つ
い

て
、７
月
13
日
か
ら
８
月
３

日
ま
で（
当
日
消
印
有
効
）、

申
請
を
受
け
付
け
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
申
請
ペ
ー

ジ
を
公
開
し
、
申
請
書
類
の

頒
布
を
開
始
し
た
。
新
規
申

気
象
庁
は
５
月
29
日
か

ら
、
新
た
な
防
災
気
象
情
報

の
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。

河
川
氾
濫
、
大
雨
や
洪
水
、

土
砂
災
害
、
高
潮
な
ど
に
関

す
る
情
報
に
つ
い
て
、
住
民

や
事
業
者
が
よ
り
分
か
り
や

す
く
避
難
行
動
を
判
断
で
き

る
よ
う
、５
段
階
の
警
戒
レ

ベ
ル
に
沿
っ
て
情
報
体
系
を

整
理・統
一
す
る
の
が
狙
い
。

新
た
な
情
報
体
系
で
は
、

各
情
報
の
名
称
に
警
戒
レ
ベ

ル（
１
〜
5
）を
付
し
、危
険

度
の
高
ま
り
に
応
じ
て
段
階

的
に
発
表
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
市
町
村
が
発
令
す
る
避

難
情
報
と
の
対
応
関
係
が

明
確
に
な

り
、
取
る

べ
き
行
動

が
判
断
し
や
す
く
な
る
。

主
な
変
更
点
は
、
警
戒
レ

ベ
ル
４
相
当
情
報
と
し
て
新

た
に「
危
険
警
報
」
を
導
入

す
る
ほ
か
、「
氾
濫
特
別
警

報
」
の
新
設
な
ど
も
行
う
。

あ
わ
せ
て
、
現
在
運
用
し
て

い
る
大
雨
警
報
や
洪
水
警

報
、
注
意
報
な
ど
も
新
体
系

に
合
わ
せ
て
見
直
さ
れ
る
。

気
象
庁
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
に
特
設
ペ
ー
ジ
を
設

け
、
制
度
概
要
や
新
旧
情
報

の
対
応
表
の
ほ
か
、「
防
災

気
象
情
報
を
活
用
す
る
組
織

向
け
の
チ
ラ
シ
」な
ど
企
業・

団
体
向
け
資
料
を
公
開
し
、

周
知
を
図
っ
て
い
る
。

●
警
視
庁
、
貨
物
集
配
中

の
車
両
に
係
る
駐
車
規
制

の
見
直
し
を
行
い
、
令
和
７

年
度
分
と
し
て
新
た
に
42
か

所
・
計
67
枠
の
専
用
ス
ペ
ー

ス
を
増
設
す
る（
１
日
）

●
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

９
支
部
、
荒
天
の
影
響
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
４
月
10
日
を

街
頭
指
導
活
動
の「
統
一
実

施
日
」
と
し
て
歩
調
を
合
わ

せ
て
活
動
を
展
開
す
る
。
各

支
部
で
は
、
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
の
期
間
中
に
交
通

安
全
活
動
を
実
施
す
る（
10

日
）●

衆
議
院
本
会
議
、「
物
資

の
流
通
の
効
率
化
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
」
賛
成
多
数
に
よ
り

可
決
。
参
議
院
へ
送
付
す
る

（
14
日
）

●
東
ト
協
会
長
候
補
者
選

出
・
管
理
委
員
会
、
現
会
長

の
水
野
功
氏
を
令
和
８
・
９

年
度
の
委
員
会
推
薦
会
長
候

補
者
と
し
て
、
第
１
回
理
事

会
に
提
案
す
る
こ
と
と
す
る

（
15
日
）

●
首
都
高
速
道
路
・
警
視

庁
高
速
道
路
交
通
警
察
隊
、

連
名
で「
大
型
車
両
の
車
両

火
災
発
生
防
止
に
向
け
た
点

検
整
備
の
徹
底
に
つ
い
て
」

の
協
力
依
頼
を
発
出
す
る

（
15
日
）

●
東
ト
協
、
令
和
８
年
度

第
47
回「
東
ト
協
ド
ラ
イ
バ

ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
学
科

競
技
を
行
い
、
会
員
事
業
者

か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
36
人
が
参

加
す
る（
23
日
）

●
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適

正
化
事
業
実
施
機
関
）、２
０

２
６
年
度「
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
安
全
性
評
価
事
業
」

（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）の
申
請

受
付
を
７
月
１
日
か
ら
14
日

ま
で（
窓
口
受
付
は
土
・
日

曜
日
を
除
く
）
行
う
と
公
表

す
る（
27
日
）

●
関
東
運
輸
局
、「
令
和
７

年
度
の
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、

ト
ラ
ッ
ク
の
事
故
防
止
へ
の

取
組
に
つ
い
て
～『
車
内
事

故・出
会
い
頭
事
故
の
防
止・

啓
発
資
料
』
及
び『
飲
酒
運

転
防
止
の
取
組
事
例
』」を
紹

介
～
」を
公
表
す
る（
30
日
）

請
事
業

者
は
、

全
ト
協

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）か
ら
申
請

書
類
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
。更
新
申
請
事
業
者
に
は
、

全
ト
協
が
申
請
書
類
を
個
別

に
送
付
す
る
。

申
請
資
格
は
、
引
越
に
関

わ
る
全
て
の
事
業
所
・
営

業
店
に
、
過
去
３
年
以
内
に

引
越
管
理
者
講
習
修
了
者
が

１
人
以
上
在
籍
し
て
い
る
こ

と
、
引
越
の
実
運
送
を
行
う

全
て
の
事
業
所
が「
Ｇ
マ
ー

ク
事
業
所（
安
全
性
優
良
事

業
所
）」で
あ
る
こ
と
、ま
た

は
別
途
定
め
る「
Ｇ
マ
ー
ク

事
業
所
」
に
準
ず
る
取
り
扱

い
を
行
う
審
査
基
準
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
所
定

の
４
要
件
を
全
て
満
た
す
事

業
者
。
申
請
は「
引
越
サ
ー

詳
細
は
、
全
ト
協
Ｈ
Ｐ
内

の「
引
越
安
心
マ
ー
ク
」ペ
ー

ジ
を
参
照
。
同
ペ
ー
ジ
で
は

申
請
案
内（
新
規・
更
新
）の

説
明
動
画
も
公
開
し
て
い
る
。

確
に
し
、
自
ら
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
職

場
の
安
全
衛
生
点
検
、
熱
中

症
時
の
報
告
体
制
整
備
、
安

ビ
ス
名
称
」単
位
で
行
う
。

申
請
料
は
、申
請
事
業
所・

営
業
店
数
が
１
〜
10
の
場
合

は
３
０
０
０
円
、
11
〜
50
は

１
万
円
、51
以
上
は
３
万
円
。

Ｇ
マ
ー
ク
が
未
取
得
で
、
こ

れ
に
準
じ
た
取
り
扱
い
に
よ

り
申
請
す
る
場
合
は
、
特
例

審
査
手
数
料
と
し
て
１
事
業

所
当
た
り
５
０
０
円
が
必
要

と
な
る
。

申
請
書
類
は
、
信
書
便
ま

た
は
書
留
郵
便
な
ど
に
よ
り

提
出
す
る
。

全
ト
協
は
、
令

和
８
年
度「
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
に

お
け
る
不
正
改
造

車
排
除
運
動
」
を

実
施
し
て
い
る
。
運
動
は
年

間
を
通
じ
て
展
開
し
て
い
る

が
、
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

で
は
６
月
を「
強
化
月
間
」

と
位
置
付
け
、
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
い
る（
写
真
は
運

動
ポ
ス
タ
ー
。
本
号
に
関
連

チ
ラ
シ
を
同
封
）。

重
点
排
除
項
目
は
、
①
タ

イ
ヤ
お
よ
び
ホ
イ
ー
ル（
回

転
部
分
）の
車
体
外
へ
の
は

み
出
し
、
②
灯
光
の
色
や
点

灯
状
態
が
不
適
切
な
灯
火
器

お
よ
び
回
転
灯
な
ど
の
取
り

付
け
、
な
ら
び
に
保
安
基
準

上
装
備
が
義
務
化
さ
れ
て
い

る
灯
火
器（
側
面
方
向
指
示

器
な
ど
）の
取
り
外
し
、
③

前
面
ガ
ラ
ス
な
ら
び
に
運
転

者
席
お
よ
び
助
手
席
の
窓
ガ

ラ
ス
へ
の
着
色
フ
ィ
ル
ム
な

ど
の
貼
付（
貼
付
状
態
で
可

視
光
線
透
過
率
70
％
未
満
）、

④
マ
フ
ラ
ー
の
切
断
・
取
り

外
し
お
よ
び
騒
音
低
減
機
構

を
容
易
に
取
り
外
せ
る
な
ど

の
基
準
不
適
合
マ
フ
ラ
ー
の

装
着
、
⑤
大
型
貨
物
自
動
車

の
速
度
抑
制
装
置
の
取
り
外

し
、
解
除
ま
た
は
不
正
な
改

造
・
変
更
な
ど
―
―
の
５
項

目
。な

お
、
関
東
運
輸
局
で
も

同
月
の
強
化
月
間
に
あ
わ

せ
、
警
察
や
関
係
機
関
と
連

携
し
た
街
頭
検
査
を
18
回
実

施
す
る
予
定
。
不
正
改
造
車

の
使
用
者
に
は
整
備
命
令
を

発
令
す
る
な
ど
、
厳
正
に
対

処
す
る
。
さ
ら
に
、
不
正
改

造
車
や
迷
惑
黒
煙
車
に
関
す

る
情
報
提
供
窓
口
を
設
置

し
、
排
除
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
る
。

全
作
業
連
絡
書
の
活
用
、
定

期
健
康
診
断
の
完
全
実
施
な

ど
を
求
め
て
い
る
。

全ト協
８年度不正改造車排除運動

６月は強化月間

７
月
13
日
～
８
月
３
日

申
請
期
間

夏
期
労
災
防
止
運
動
を
展
開

◇４月分◇

７月は熱中症対策を強化

厚労省「全国安全週間」を実施

７
月
１
～
７
日

陸
災
防

気象庁

新
た
な
防
災
気
象
情
報
を
運
用

警
戒
レ
ベ
ル
・
情
報
名
称
を
統
一

引
越
事
業
者

優
良
認
定
制
度

全 ト 協
２０２６年度
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６
月
１
日
は

ҥ
෰
を
夏
物
に

ସ
え
る
「
ҥ
ସ

え
の
日
」
ͩ
っ

た
。
始
ま
り
は

ฏ
安
時
୅
の
ٶ
中
行
事
。

明
࣏
時
୅
、
新
ྐྵ
Ҡ
行
に

伴
い
ී
ٴ
し
た
˗
ͩ
が
ࡢ

今
は
ἔ
࢛
ق
の
Ҡ
Ζ
い
ἕ

を
ײ
じ
に
く
く
な
っ
た
。

５
月
な
ど
は
気
Թ
が
急
上

ঢ
、
急
߱
Լ
。
と
て
も
ҥ

ସ
え
ど
こ
Ζ
で
は
な
か
っ

た
。
様
変
わ
り
し
た
஍
ٿ

は
、
年
中
行
事
ま
で
も
ऽ

ඈ
͹
し
て
し
ま
っ
た
。
ͩ

か
ら
、
一
部
の
ҥ
類
を
入

れ
ସ
え
る
「
調
整
型
ҥ
ସ

え
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

人
も
多
い
˗
ア
パ
レ
ル
੡

造
খ
ച
業
の
Ϣ
ニ
ク
ロ
で

は
、
新
し
い
気
ީ
の
あ
り

方
に
備
え
る
「
ҥこ

Ζ
も
ͧ
な備
え
」

を
提
唱
し
て
い
る
。
同
ࣾ

が
ࡢ
年
̕
月
、
உ
ঁ
１
ઍ

人
を
対
象
に
行
っ
た
「
生

活
者
が
ײ
じ
る
現
୅
の
࢛

ق
に
つ
い
て
の
調
査
」
݁

Ռ
で
は
、「
大
規
໛
な
ҥ

ସ
え
は
し
な
く
な
っ
た
」

や
、
通
年
ૉ
材
・
通
年
σ

β
イ
ン
な
ど
の
「
シ
ー
ζ

ン
レ
ス
の
ア
イ
ς
ム
を
ৗ

備
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」

が
ͦ
れ
ͧ
れ
６
ׂ
ほ
ど
を

઎
め
た
˗
予
報
用
ޠ
も
夏

日
、
ਅ
夏
日
、
໠
ॵ
日
で

は
଍
り
ず
、
ࠅ
ॵ
日
（
࠷

高
気
Թ
40
度
以
上
）
が
設

け
ら
れ
た
。
今
や
「
ҥ
ସ

え
」で
は
な
く「
体
ସ
え
」

な
の
か
。
本
格
的
な
ॵ
さ

に
׳
れ
、
熱
中
症
に
な
り

に
く
い
体
に
改
ળ
す
る
と

い
う
ॵ
熱
ॱ
化
が
必
ਢ
と

い
う
わ
け
ͩ
。や
れ
や
れ
、

も
う
体
が
࣋
た
な
い
。

Ԡ ื ํ ๏
ˑΠϯλʔωοτԠืͷ৔合
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τοϓʮ会員の皆様へʯΛΫϦοΫ͠ɺʮ東京
都トラック時報ʯ͔ Βʮパズル＆クイズ解答
フォームʯ΁͝ೖྗͩ͘ ͍͞ɻ
https://www.totokyo.or.jp/

空欄にリストの漢字を入れて、意味の通る
言葉でクロスワードを完成させてください。
二重マスに入った漢字を組み合わせて出来
る言葉は何でしょう？

漢字ツメクロス

間 性
日 具 化 風

育 旅 動
手 無

牛 人
力 流 門

射 級
直 角 塩

［ 解答 ］

by 冴戒 椎也
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★５月15日号「ナンバープレース」の正解は
「13」（４＋９）でした。

［
リ
ス
ト
］

一　雨　角　期　形　芸　工　後　三
酸　手　松　食　戦　線　前　体　大
竹　投　闘　日　入　梅　票　流　　

に
଍
り
て
い
る
。
た
ͩ
し
、
供

څ
の
ภ
り
や
目
٧
ま
り
が
生
じ

て
い
る
」と
の
見
解
を
示
し
た
。

ま
た
、
ナ
フ
サ
の
目
٧
ま
り
に

つ
い
て
は
、
自
༝
民
主
ౘ
の
ഡ

生
ా
光
一
װ
事
௕
୅
行
が
業
者

を
特
定
し
、目
٧
ま
り
解
消
に
全
ྗ

を
ڍ
げ
る
と
意
ཉ
を
示
し
な
が
ら

も
、ࣾ
名
の
公
表
を
߇
え
た
。

こ
こ
は
、東
京
の
Լ
町
・
୩
中
ۜ

࠲
঎
店
街
。
近
年
、外
国
人
؍
光
٬

が
ԡ
し
د
せ
る
ス
ϙ
ッ
ト
と
な
っ
て

い
る
。
手
ܰ
に
৯
べ
歩
き
が
で
き
る

揚
げ
物
と
し
て「
୩
中
ϝ
ン
チ
」
が

人
気
ͩ
。
ͦ
れ
を
提
供
す
る「
೑
の

サ
ト
ー
」の
ঁ
ক
さ
ん
に
࿩
を
ฉ
く

と
、৯
べ
歩
き
用
の
แ
装
ࢴ
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
の
࢓
入
れ
値
が
、３

ׂ
ఔ
度
上
ঢ
し
た
と
い
う
。ͦ
こ
で
、

ί
ス
ト
࡟
減
の
ۤ
೑
の
策
と
し
て
、

無
஍
の
แ
装
ࢴ
に
切
り
ସ
え
、ା
を

൒
分
に
カ
ッ
ト
し
て
提
供
す
る
こ
と

に
し
た
。

਎
近
な
と
こ
Ζ
で
ナ
フ
サ
の
Ө
ڹ

を
ഽ
で
ײ
じ
た
。

な
ど
で
も
、
ඈ
び

ࠐ
み
で
の
受
付
を

断
る
状
گ
が
ى
き

て
い
る
。

੓
෎
は
、
ઓ
ུ

備
஝
や
୅
ସ
調
ୡ

を
進
め
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、ナ
フ

サ
ͦ
の
も
の
の
備
஝
ྔ
は
ݪ
༉
ほ
ど

多
く
は
な
い
た
め
、不
଍
が
௕
期
化

す
れ
͹
、イ
ン
フ
レ
と
産
業
ఀ
଺
が

強
ま
る
と
い
う
ݒ
೦
が
指
ఠ
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
ध
څ
の
ͻ
ず
み
か

ら
、目
٧
ま
り
ײ
が
表
面
化
し
て
い

る
。経

ࡁ
産
業
省
の
੺
ᖒ
྄
正
大
ਉ
は

先
月
31
日
、ࣛ
ࣇ
ౡ
ݝ
に
あ
る
ੴ
༉

備
஝
基
஍
を
視
察
し
た
。
中
東
情
੎

が
ѱ
化
し
て
以
དྷ
、視
察
は
ॳ
め
て

の
こ
と
。「
国
全
体
と
し
て
は
、ྔ
的

ナ
フ
サ
不
଍
の
Ө
ڹ
に
よ
り
、生

活
を
取
り
ר
く
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、フ

ィ
ル
ム
、イ
ン
ク
な
ど
の
資
材
が
不

଍
・
値
上
が
り
し
て
お
り
、ϝ
ー
カ

ー
企
業
に
よ
る
容
器
の
؆
ૉ

化
な
ど
の
自
助
౒
ྗ
が
見
え

て
き
た
。

物
ྲྀ
業
界
で
も
、ܰ
༉
の
供

څ
不
安
定
化
に
୺
を
発
し
、こ

の
と
こ
Ζ
ࠝ
แ
資
材（
ス
ト
レ

ッ
チ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
）、
५
׈

༉
、༹
ࡎ
な
ど
の
不
଍
が
表
面
化
し

て
い
る
。
σ
ィ
ー
ラ
ー
の
整
備
現
場

第165回
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ナ
フ
サ
の
影
響
が
メ
ン
チ
に

τ
ϥ
ỽ
Ϋ
運
ૹ
ۀ

Ỗ
࿑
຿
؅
ཧ
ͷ
ϙ
Π
ϯ
τ

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

小
林
小
林  

弘
和
弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長
所
長

খ
ྛ��

߂
和ớ
ࣾ
会
อ
ݥ
࿑
຿
࢜
Ờ

̣
̖
̘
Ϛ
ω
δ
ϝ
ϯ
τ
ݚ
ڀ
ॴ
ॴ
௕

⑴
離
職
時
の
雇
用
保
険
関
係

の
書
類

ै
業
員
が
退
職
す
る
ࡍ
の

ޏ
用
保
険
手
続
き
で
は
、
主

に
次
の
書
類
を
使
用
し
ま

す
。ᶃ

ޏ
༻
อ
ݥ
ඃ
อ
ݥ
ऀ
཭

৬
ূ
໌
書ớ
Ҏ
Լ
ỏ཭
৬
ূ
໌

書
Ờᶄ

ޏ
༻
อ
ݥ
ඃ
อ
ݥ
ऀ
཭

৬
ථ
㿌
̍
ỏ
ޏ
༻
อ
ݥ
ඃ
อ

ݥ
ऀ
཭
৬
ථ
㿌
ớ̎
Ҏ
Լ
ỏ཭

৬
ථ
Ờ

▽
཭
職
ূ
明
書
ʗ
企
業
が

཭
職
ථ
発
行
の
た
め
に
ϋ
ロ

ー
ワ
ー
ク
へ
提
出
す
る
書
類

▽
཭
職
ථ
ʗ
企
業
か
ら
提

出
さ
れ
た
཭
職
ূ
明
書
を
受

け
て
、
ϋ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
退

職
者
の
཭
職
を
公
的
に
ূ
明

す
る
書
類

⑵
離
職
理
由
の
重
要
性

཭
職
ূ
明
書
に
ه
ࡌ
す
る

཭
職
理
༝
は
、
退
職
者
と
企

業
の
૒
方
に
と
っ
て
重
要
な

内
容
で
す
。
退
職
者
に
と

っ
て
は
、
཭
職
理
༝
が
会
ࣾ

都
合
か
自
ݾ
都
合
か
に
よ
っ

て
、
ࣦ
業
څ
付
の
基
本
手
当

の
内
容（
受
څ
日
数
や
受
څ

開
始
時
期
な
ど
）が
大
き
く

変
わ
っ
て
き
ま
す
。

一
方
、企
業
に
と
っ
て
も
、

退
職
者
の
཭
職
理
༝
に
よ
っ

て
、
助
੒
ۚ
や
ิ
助
ۚ
の
申

請
要
件
に
Ө
ڹ
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
退
職
者

の
認
識
と
ҟ
な
る
཭
職
理
༝

を
ه
ࡌ
し
た
場
合
に
は
、
཭

職
理
༝
に
関
す
る
ҟ
ٞ
申
し

立
て
に
つ
な
が
る
可
ೳ
性
も

あ
り
ま
す
。
ͦ
の
た
め
、
退

職
者
と
े
分
に
適
切
な
ί
ミ

ュ
ニ
έ
ー
シ
ἀ
ン
を
取
り
、

཭
職
理
༝
を
正
確
に
೺
Ѳ
し

た
上
で
཭
職
ূ
明
書
を
作
੒

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

཭
職
ূ
明
書
に
は
、
企
業

側
が
主
ு
す
る
཭
職
理
༝
が

ه
ࡌ
さ
れ
ま
す
が
、
ͦ
の
事

実
関
係
に
つ
い
て
、
企
業
と

退
職
者
の
主
ு
が
ҟ
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。こ
の
場
合
、

ϋ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
૒
方
の
主

ு
と
、
ͦ
の
ࠜ
ڌ
と
な
る
٬

؍
的
な
資
料
か
ら
事
実
関
係

を
確
認
し
、
࠷
ऴ
的
な
཭
職

理
༝
を
判
定
し
ま
す
。

⑶
受
給
資
格
の
種
類

退
職
者
が
ࣦ
業
څ
付
を
受

څ
す
る
場
合
は
、
཭
職
理
༝

の
判
定
を
踏
ま
え
て
受
څ
資

格
が
ܾ
定
さ
れ
ま
す
。
ඃ
保

険
者
期
間
や
཭
職
理
༝
な
ど

に
よ
っ
て
、
基
本
手
当
の
内

容
が
ҟ
な
り
ま
す
。
受
څ
資

格
は「
特
定
受
څ
資
格
者
」

「
特
定
理
༝
཭
職
者
」「
一
ൠ

受
څ
資
格
者
」
の
３
種
類
に

۠
分
さ
れ
ま
す
。

ᶃ
特
ఆ
ड
څ
ࢿ
֨
ऀ

特
定
受
څ
資
格
者
と
は
、

ۈ
務
先
の
倒
産
や
解
ޏ
な
ど

の
会
ࣾ
都
合
で
཭
職
し
た
者

や
、
通
ࢉ
ܖ
໿
期
間
が
３
年

以
上
か
つ
ܖ
໿
更
新
が
１
回

以
上
あ
り
、
ޏ
い
止
め
に
よ

っ
て
཭
職
し
た
者
な
ど
が
֘

当
し
ま
す
。

ま
た
、཭
職
の
直
前
６
か

月
間
の
う
ち
連
続
す
る
３
か

月
で
45
時
間
、
１
か
月
で
１

０
０
時
間
、
ま
た
は
連
続
す

る
２
か
月
以
上
の
期
間
に
お

い
て
、
月
ฏ
ۉ
80
時
間
௒
の

時
間
外
労
働
が
行
わ
れ
た
こ

と
を
理
༝
に
཭
職
し
た
者

（
௕
時
間
労
働
に
よ
る
཭
職

者
）も
特
定
受
څ
資
格
者
に

ؚ
ま
れ
る
た
め
、
留
意
が
必

要
で
す
。
特
定
受
څ
資
格
者

は
、
࠶
ब
職
の
準
備
を
す
る

た
め
の
時
間
的
な
༨
༟
が
な

い
ま
ま
、
཭
職
を
༨
ّ
な
く

さ
れ
た
事
情
を
ߟ
慮
し
、
ほ

か
の
受
څ
資
格
者
に
比
べ
て

所
定
څ
付
日
数
が
増
加
す
る

な
ど
、
手
厚
い
受
څ
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ᶄ
特
ఆ
ཧ
༝
཭
৬
ऀ

特
定
理
༝
཭
職
者
と
は
、

期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
ܖ

໿
の
更
新
が
な
か
っ
た
場
合

や
、
ප
気
、
Ո
଒
の
հ
護
な

ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に

よ
り
཭
職
し
た
者
が
֘
当
し

ま
す
。
特
定
理
༝
཭
職
者
に

は
所
定
څ
付
日
数
の
優
۰
は

な
い
も
の
の
、
څ
付
制
限
期

間
は
あ
り
ま
せ
ん（
期
間
の

定
め
の
あ
る
労
働
ܖ
໿
の
更

新
が
な
か
っ
た
場
合
、
所
定

څ
付
日
数
は
特
定
受
څ
資
格

者
同
様
に
優
۰
さ
れ
ま
す
）。

ᶅ
Ұ
ൠ
ड
څ
ࢿ
֨
ऀ

一
ൠ
受
څ
資
格
者
と
は
、

転
職
な
ど
個
人
的
な
事
情
に

よ
り
཭
職
し
た
者
や
、
ܖ
໿

期
間
満
了
に
よ
る
退
職
者

（
特
定
受
څ
資
格
者
・
特
定

理
༝
཭
職
者
を
除
く
）、
定

年
退
職
者
な
ど
が
֘
当
し
ま

す
。
一
ൠ
受
څ
資
格
者
の
う

ち
、
転
職
ر
๬
や
一
਎
上
の

都
合
に
よ
る
཭
職
は
、
正
当

な
理
༝
の
な
い
自
ݾ
都
合
退

職
と
し
て
、
څ
付
制
限
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

⑷
給
付
制
限

基
本
手
当
は
、
求
職
の
申

し
ࠐ
み
後
、７
日
間
の
଴
機

期
間
が
満
了
し
た
後
か
ら
ࢧ

څ
開
始
と
な
り
ま
す
。

た
ͩ
し
、
一
ൠ
受
څ
資
格

者
の
う
ち
、
正
当
な
理
༝
の

な
い
自
ݾ
都
合
退
職
の
場
合

は
、
څ
付
制
限
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
令
和
７
年
４
月
か

ら
、
څ
付
制
限
期
間
は
１
か

月
に
୹
ॖ
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ͦ
の
期
間
中
は
基
本
手

当
が
ࢧ
څ
さ
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
自
ݾ
の
੹
め
に
ؼ

す
べ
き
重
大
な
理
༝
に
よ
り

解
）ޏ
重
੹
解
ޏ
）さ
れ
た

場
合
や
、
཭
職
日
か
ら
さ
か

の
΅
っ
て
５
年
間
の
う
ち
に

２
回
以
上
、
正
当
な
理
༝
の

な
い
自
ݾ
都
合
退
職
が
あ
る

場
合
は
、
څ
付
制
限
期
間
は

３
か
月
と
な
り
ま
す
。

⑸
お
わ
り
に

ޏ
用
保
険
の
退
職
手
続
き

に
お
け
る
཭
職
理
༝
は
、
退

職
者
の
ࣦ
業
څ
付
ͩ
け
で
な

く
、
企
業
の
ิ
助
ۚ
や
助
੒

ۚ
の
申
請
に
も
Ө
ڹ
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
退
職
者
と

の
認
識
の
相
ҧ
に
よ
る
ト
ラ

ϒ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
཭

職
理
༝
を
े
分
確
認
し
、
事

実
関
係
に
基
づ
い
た
適
切
な

手
続
き
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

退
職
時
の
離
職
理
由
に
つ
い
て

従
業
員
が
退
職
す
る
時
、雇
用
保
険
の
手
続
き
で
記

載
す
る
離
職
理
由
は
退
職
者
本
人
だ
け
で
な
く
、企
業

が
補
助
金
や
助
成
金
を
申
請
す
る
際
に
も
影
響
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、事
実
関
係
に
つ
い
て
双

方
の
認
識
を
共
有
し
た
上
で
、離
職
票
を
作
成
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、認
識
の
相
違
が
あ
る
と
、退

職
時
に
不
要
な
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
恐
れ
も
あ
る
た

め
、退
職
者
と
の
手
続
き
を
円
満
に
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。


